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I.問題 と目的
(1)問題意識
「歴史学習は、暗記しなければいけないから好きじゃない。」という児童が多い。確か
に歴史学習は年号や事柄を暗記しなければならない。単元テストや、入学試験などでは、
年号 (年代)や人名などといった記入問題が出題される。そのため構造化された知識が形
成されていなくても対処可能である場合もある。例えば一夜づけの機械的学習1である:1
つの歴史的事象は1つの点でしかない。しかし歴史学習は歴史の流れや事象のつながりを
理解して初めて歴史学習の意味を成す。機械的学習では歴史的事象の本質的な内容や流れ
の把握がおろそかになつてしまつている。また、機械的学習は、学習者の「不十分な認識」
や「誤つた認識」2を生みやすいと考える。教授学習において、ルール教示の効果などについ
ての研究を行っている工藤(2001)は、そのひとつに、ラベリング効果によつて歴史的事実を
ラベルの意味する方向へ歪曲して提える傾向が学習者に生じ誤つた認識が形成されること
を示している。「ラバリング効果」とは、ある一定の事物や状況に対する命名 (labehng)が
その事物・状況の認知や記憶過程に影響することを指している。例えば「鎖国」とうい文字
のイメージから「江戸幕府は外国との交流を一切禁止していた」という「誤つた認識」が生じ
ることである。これは、歴史的事象を機械的に学習することで、 1つの点としてしか捉え
られず歴史の流れや内容を把握できていないからである。
小学校社会科歴史学習は、現在、「調べ学習」が中心の授業となつている。また、それを「歴
史新聞」として作らせ発表させたりもする。パソコンを使つたり、小学校の図書室で調べた
ことを記事にするのである。しかし、パソコンは、調べたい人物や出来事を入力するだけ
で、調べる人物や出来事が検索できる。子供たちは、それを印刷し、切り貝占りして記事に
するだけの作業である。子供たちの検索する技術は向上しても、調べた事に対しての本質
的な内容や歴史的事象の流れを理解できていないことが多い。例えば、「参勤交代」につい
て調べるとしよう。パソコンに「参勤交代」と入力すると参勤交代は何年に誰が施行したか
などが表示される。そのため、なぜ、その歴史的事象が起こつたのか、その背景には何が
あったのか、その歴史的事象への繋がりや流れを理解できていないまま、調べる活動が終
わつてしまうことがある。
また、現在使用されている小学校6年生の社会科の教科書においても、時代から時代ヘ
の、歴史的事象から事象への移り変わりを説明してはいないし、またその歴史的事象の背
景や当時の社会構造が記述されていない。例えば本研究で扱う「江戸時代を生きた人々」の
単元は、7つの小単元からなり「単元の導入」「それぞれの身分と暮らし」「江戸時代を生
きた人々のくふうや努力」「力をつける町人」「近松門左衛門のはたらきを調べる」「国学の
1機械的学習過程は、材料が学習者あ認知構造へ、その内容的意味の理解を伴わず、恣意的な、逐語的な連合の形で関
係づけられるもの。2熙った認識J「不十分な認識J 学習者は学校の授業で学ぶ内容とは別に、学習者が自然に現象や社会現象について自
分なりの知識や認識を持ちがちであることは教育心理学においては共通の理解となつている。そうした認識の中に明ら
かに誤っているものもあるし、誤りとまでは言えなくても不十分なものもたくさんある。    、
広がりと子どもの教育」となつている。一つひとつの単元は、わかりやすく記述されては
いるが、単元間の説明が記述されていないのが現状である。そのため、子供たちは時代の
単元ごとに区切られた知識しか教授されないので、その単元だけの年号と歴史的事象の暗
記にとどまる。そのため、歴史学習は暗記科日と言われ、機械的学習となり、ラベリング
効果を生んだり、「不十分な認識」や「誤つた認識」が生まれやすいと考えられる。
「誤つた認識」や「不十分な認識」の研究は、自然科学領域の内容を対象としたものが圧倒
的に多い。自然科学領域においては、ある一定の法則や原理がはっきりと決まっているこ
とと、法則や原理が決まつているので、学習者が持ちやすい「誤つた認識」や「不十分な認
識」を探し出すことは、比較的容易だつたことが理由としてあげられる。しかし社会科領
域における誤つた認識における研究は少ない。これは、社会科領域ではヾ条件が複雑に絡
み合う社会現象に即しては、単純な法則や原理を取り出すことが難しいこと、歴史に関し
ては、歴史的事象は一回の固有な出来事の集まりであり、自然科学のような法則をとりだ
すことは無理であること。また近年、歴史研究が進むにつれ歴史事象の認識が少しずつ変
わつてきていること。社会科歴史学習では、新しい文献の発見や発掘により、はっきり間
違いであつたという場合もあれば、何が正しくて何が間違いであると捉えるかが立場によ
つて異なる場合がある。そういう場合:その歴史的事象の認識が間違つているとは言えな
い。また、正しい認識を持ち合わせているのにその認識を正しく理解していない場合もあ
る。その認識に対して本研究では「不十分な認識」として記述する。明らかに間違つてい
る認識は「誤つた認識」として記述する。
社会科領域において学習者の「誤つた認識」や「不十分な認識」に着目することは、有意
味学習の起`点とはならないだろうか。田丸(1980は、値段の根拠に関する認識を調べ、小学
生、特に低学年において「商品の値段」に対して誤つた認識を持つていること示している。
例えば「商品が大きい物のほうが高い」「おいしいから高い」などである。また、進藤(199つ
は「北海道はどこでも夏より冬の降水量が多い」とする誤つた認識の存在を指摘した。学習
者がある社会現象 (歴史的事象)に対して「誤つた認識」や「不十分な認識」を持つていれ
ば、授業で「正しい認識」を取り上げることにより、その「正しい認識」を学習者自身が持
つている「誤つた認識」「不十分な認識」と比較し、どちらが正しいかどうかを吟味する作
業になる。これは「考える」ということに他ならない。不十分なものにあるにせよ、ある
社会現象や歴史的事象に対して自分なりの考えで説明してみて、さらにそれが正しいかど
うか検討してみるのである。この活動は、「暗記」とは対照的な活動である。
教育心理学における教授学習過程の研究においては、どのような具体例を用いるかが学
習を規定する重要な要因となる。細谷(1970はルール (原理、法則、公式、一般性を持つた
命題)は一般的に「pならばqだ」あるいは「pはqだ」という形で書き表すことができ、「p」
の部分に具体的な事実や数字を当てはめる (代入する)ことを「ルールとその事例」として
いる。例えば「金属ならば電気を通す」というルール (ru)に対して「鉄は、電気を通す」「銅
は電気を通す」もυなどは、その事例とし「p」に「鉄」や「銅」を代入して代入例を作る事ができ
る。それとは対照的に麻柄,進藤 (200のは、「q」を具体化した例を「象徴事例」として位置
づけた。例えば「江戸時代に大名は、参勤交代の際の大名行列にかかる費用を減らそうと
した」という歴史命題に対して「大名」を具体化して、「紀州藩の大名」や 助口賀藩の大名」
というようにpを具体化する代入例である。これに対して、「費用を減らそうとした」とい
うqを具体化することで「大名はお金を少しでも節約するためにトイレかごを利用したリア
ルバイ トのお供を雇つたりした」という象徴事例を提示した。そして、麻柄・進藤(200のは、
社会科歴史学習において象徴事例を用いることの有効性を示した。その研究では、①象徴
事例は、学習内容に対するおもしろさや意外感を引き起こす。②象徴事例はそれと意味的
に類似した他の象徴事例に対して「ありうることだ」という判断を促進する。③誤つた認
識の修正に効果的である。④意見命題の受け入れを促進する点。という効果を明らかにし
ている。しかし、象徴事例を用いた研究は、1つの歴史的事象の「誤つた認識」や「不十分
な認識」の修正に限られている。また、ほとんどの研究が大学生を対象にしていること。
また、実験は読み物教材のみであり授業を実践していない。
そこで、小学生を対象に象徴事例を用いた研究授業を実践することで、歴史的事象の「誤
つた認識」「」不十分な認識」を修正 (③の効果)すると共に、歴史的事象を本質的に理解さ
せ、歴史的事象間の理解の促進 (②の効果)がなされるか検証する。
また、象徴事例を用い、事象間の理解が及んだ場合 (①の効果)、 学習意欲にどう影響を
与えるか検証する。
(2)研究の目的
本研究の目的は以下のとおりである。
1。 社会科歴史学習に関する「不十分な認識」の実態を明らかにする。
2.2つの歴史的事象 (命題)に対して複数の象徴事例を用いることにより、
a。 「不十分な認識」の修正に効果が見られるか
b。 2つの歴史的事象 (命題)間の構造的理解が促進されるか
c。 学習内容に関する面白さが引き起こされるかを検証する。
本研究では、江戸時代の「武± 0町人 0農民」に対する「不十分な認識」を修正するこ
と。複数の象徴事例を用いることにより、命題 1「江戸時代の農民は、武士による厳しい支
配の中でも、生活を工夫して豊かに暮らしていた」、命題2「御 |1家光が制定した参勤交代
制度により、大名行列が江戸時代の日本経済を発展させた」という2つの歴史的事象の命
題を理解させることにより、2つの命題の構造的理解が促進されるのではないかと考える。
また、命題間の繋がりを促進させることにより、その歴史的事象の時代背景や社会の仕組
みを理解させることが目的である。
江戸時代は、鎖国政策をとっていたにもかかわらず、明治維新以降、現代の日本が急激
に発展した基盤ができた時代である。Hanley Susan B(1990は、著書の中で日本の江戸時
代について、平均寿命、食生活、住居、公衆衛生、教育といった生活文化の視点から江戸
を同時期の西欧と比較し、日本が急速な近代化に成功した原点は江戸時代にあると述べ、
当時の日本は世界的にも秀でた生活水準にあつたと述べている。しかし、歴史を学習した
小学校6年生であっても、教師用指導書に基づいた授業を受けた小学校6年生であっても、
「農民は貧しくて苦しい生活をしていた。」という認識を持っていることが予想される。例
えば「慶安の御触書」は、農民の生活に対しての指南書であるのに、武士が農民を支配する
ために出した法令のような捉え方をしたり、「支配」「身分」「年貢米」という言葉から「農民は
貧しい生活をしていた」と誤つた捉え方や理解をしているのではないだろうか。江戸時代は
80%以上が農民であるのにその農民のすべてが貧しい生活をしているはずはないのであ
る。また、小学校社会科指導要領の目標に「我が国の歴史や伝統を大切にし,国を愛する心
情を育てるようにする。」とある。しかし、その「我が国の歴史」に対して初学の小学生が
すでに「誤つた認識」を持つていることは問題である。
そこで、象徴事例を用いて「誤った認識」や「不十分な認識」を修正するとともに、江
戸時代の社会の構図を理解させること目指した。
Ⅱ.予備調査
■.ねらい :歴史学習を終えた小学校6年生が「誤った認識」「不十分な認識」を持つてい
るのかを調査する。
2.方法 ①調査対象 平成24年度卒W県公立小学校6年生59名
②期日   2013年3月
③調査方法 :歴史学習を終えた、小学校6年生に、歴史学習における「誤つ
た認識」「不十分な認識」について調査した。そこで先行研究での明らかに
されている「誤つた認識」「不十分な認識」、著者が考える「誤つた認識」を○
×形式の10題の問題に答えてもらった。
予備調査課題は、先行研究により明らかにされている歴史学習における「誤つた認
識」「不十分な認識」1～5と研究者が想定した6～10の問題で構成した。課題は
以下のとおりである。
1.平安時代は貴族の時代であり武士は存在していない。       (工藤2001)
2,江戸幕府は、外国との交渉を一切禁止していた。         (工藤2001)
3.徳り|1幕府は、全国の大名から年貢を取り立てた。         (麻柄1993)
4.平安時代と江戸時代とでは、江戸時代の方が長い。        (伏見1980
5。明治時代になるとそれまで途絶えていた天皇家が復活した。     (工藤2001)
6。 江戸時代の農民は厳しい年貢のとりたてにより貧しい生活をしていた。
7.鎖国により日本の近代化が遅れた。
8。 秀吉の「刀狩り」により民衆は、一切の刀や鉄砲などの武器を取り上げられた。
9.秀吉は、北海道から沖縄まで全国統一を果たした。
10。秀吉は、征夷大将軍になった。
3.結果と考察
(1)結果
前年度歴史学習を終えた小学校6年生59名に以下の10題の問いに○×形式で
回答をしてもらった。
調査の結果を以下に示す。
○先行研究で明らかにされている「誤つた認識」「不十分な認識」
1.平安時代は貴族の時代であり武士は存在していない    41人lI答率69.4%]
2.江戸幕府は、外国との交渉を一切禁止していた      19人II答率32.2%]
3.徳川幕府は、全国の大名から年貢を取り立てた      23人証答率40.6%]
4。 平安時代と江戸時代とでは、江戸時代の方が長い     10人[正答率 16.9%]
5。 明治時代になるとそれまで途絶えていた天皇家が復活した 34人圧答率50.8%]
○本研究で新たに想定した「誤つた認識」「不十分な認識」
6。 江戸時代の農民は厳しい年貢のとりたてにより貧しい生活をしていた
10人lI答率 16.9%]
7.鎖国により日本の近代化が遅れた            20人lIE答率33.8%]
8.秀吉の「刀狩り]により民衆は、一切の刀や鉄砲などの武器を取り上げられた
7人[正答率 11.8%]
9。 秀吉は、北海道から沖縄まで全国統一を果たした     24人[正答率40.6%]
10,秀吉は、征夷大将軍になつた             27人lI答率 45。 %]
※なお児童に配布した問題用紙は、Ⅵ.資料に記載されている。
(2)考察
1)先行研究で明らかになつている「誤つた認識」「不十分な認識」について
先行研究で明らかになつている「誤つた認識」「不十分な認識」は、歴史を学んだ小学校
6年生調査においても明らかとなつた。
「1」の正答率は69.4%であつた。「2」 の正答率は、32.2%であつた。「4」 の
正答率は16。9%であつた。「1、 2、 4」 は、工藤 (2001)にも書かれているように、
ラベリング効果の影響を受けているものと考えられる。「1」 は、「平安」という漢字のイ
メージで平和な世の中をイメージするのか「武士は存在しない」と誤つた認識が生まれた
ものと考えられる。「2」 においては、「鎖国」という漢字とそのイメージが、「外国との交
渉を一切禁止していた」と理解しているものと考えられる。「4」 においては、教科書の単
元や、年表の書き方で、江戸時代の方がより詳しく、授業時間も長くとられているので、「江
戸時代の方が長い」という誤つた認識を持つ子どもが多かったと考える。「3」 の正答率は
40.6%であった。これは、教科書に、江戸幕府の支配や幕府の強大な力を示す記述が
多く、大名は、幕府に従つていたという理解から、年貢は、すべて江戸幕府に徴収されて
いると考えたからだと思われる。「5」 の正答率は、 50.8%であった。これは、教授内
容が不十分であると共に、幕府と天皇との関係が理解できていないことから「誤つた認識」
が生まれたものだと考えられる。
2)本研究で想定される「誤つた認識」「不十分な認識」
「6」 の正答率は16.9%であつた。教科書の記述で、「身分」「年貢や重い税負担」「慶
安のお触れ書き」など、農民は、幕府から押さえつけられて生活をしていたというイメー
ジがあるためだと考えられる。しかし、教科書には、農具の開発や新田の開拓、米以外の
農産物を作つたりして、工夫して生活をしていたという内容の記述があるにもかかわらず、
農民のイメージのほとんどが「苦しい」「貧しい」であつた。「7」「8」 の正答率はそれぞ
れ33.8%、11.8%であった。これは、教科書に詳しい記述がないためだと考えら
れる。「9」「lo」のそれぞれの正答率は40。6%、45.7%であつた。これは、児
童の理解力不足であるものと考えられる。
このように、「7、 8」 を除いては、教師の説明不足の可能性もあるが、授業で教授され
ているにもかかわらず、「誤つた認識」「不十分な認識」が生まれている。もちろん教科書
の記述や、教師の発言により補えば、学習者の「誤つた認識や」「不十分な認識」は減少す
るであろう。しかし、教師は、児童がどこで「誤つた認識や」「不十分な認識」が生まれる
か予想はできない。それが、中学校や高校になり、日本史を学ぶことにより修正されるこ
ともあるが、先行研究のほとんどは、大学生を対象にした調査である。このように、子ど
もの頃に獲得した誤つた知識や不十分な知識は年齢を重ねれば、あるいは社会に出て経験
を積めば自然に修正されるわけでもない。また、「3」 、「6」 の「不十分な認識」は、
江戸時代の社会の構図を理解できていないばかりでなく、なぜ幕末に明治維新が起こつた
のかも理解できていないことになる。そこで、本研究では、間「6」 を中心に、江戸時代
の社会の構図を理解させるとともに、象徴事例を用いることにより、歴史的事象間の知識
の構造化を目指す。
Ⅲ。本実験
1.ねらい :歴史学習を終えた小学校6年生が「誤つた認識」「不十分な認識」を持つてい
るか調査し、その修正を目指すとともに、江戸時代の社会の構造を理解させ
る。
2.方法  ①調査対象 平成25年度卒W県公立小学校6年生29名
②期日   2013年10月10日～11日           ｀
③調査方法 :歴史学習を終えた、小学校6年生に、歴史学習における「誤つ
た認識」「不十分な認識」について事前調査し、「不十分な認識」    .
「誤つた認識」の修正及び歴史的事象の構造化を試みるため、
事前調査 (15分)および授業と教材を用いた教授活動 (2時
間)、 事後調査 (15分)の研究授業を行つた。
[1]事前調査の概要
(1)事前調査課題 :平成25年度卒業予定の歴史学習を終えた小学校6年生に江戸時
代についてどのような「不十分な認識」が存在するかどうか授業前に調査を行った。
※なお児童に配布した調査用紙はⅥ.資料に記載されている。
問1.江戸時代の武士、町人、農民に対する「不十分な認識」の調査
0自分が思うところに○を付ける問題 (複数回答可)
問 2。 参勤交代に対する「不十分な認識」の調査
・自分が思うところに○を付ける問題 (複数回答可)
問 3。 江戸時代の武士、町人、農民の生活や暮らしについて、どれぐらい理解しているか
の調査課題である。
・問題は、5段階で (そうである  多分そうだ ～ そうではない)の当てはま
る自分の考えに○を付ける問題である。
1(武士の生活についての理解の調査課題〉
この課題は、江戸時代の武士がどのように生活をしていたかの調査である。児童が
持つている武士のイメージは、贅沢、裕福と考えている児童が多い。しかし、現実
にどのようにお金を稼いでいるのか理解しているかの調査である。
2(武士と農民の関係の理解調査課題)
この課題は、武士と農民の関係性についての調査である。支配、身分という言葉か
ら、農民は武士に毎日苦しめられて生活をしていたと捉える子どもが多いことが調
査で判明している。
3～6(農民の日常生活についての理解度課題〉
農民が日々 、武士の支配の中でどのような生活をしていたのか理解しているかの課
題である。
3(農民の休日課題)
農民に休日や休暇があつたのかを問う課題である。
4(農民の娯楽課題)
農民は、慶安の御触書により、タバコや酒を禁止されていた。農民は、たばこ
や酒を買い、娯楽を楽しみ、本業の米作りが疎かになつてこないように出された
手引書のようなものであつにもかかわらず、児童は、最初から禁止されていたと
考えるものが多い。そして、その決まりを守り酒やたばこを飲んだりしていない
と考える児童が多いことからこの課題を設定した。
5(農民の現金収入課題)
農民に現金収入があつたのかを問う課題
6(農民の暮らし課題)
農民の暮らしは、どのようなものだつたのかを問う課題
7(町人の生活についての理解度調査課題〉
町人と農民の関係についての理解度調査課題である。江戸時代の学習で、取り分
け子どもたちが印象に残るのは、「武士の支配」「農民の苦しみ」などが多い6「江戸時
代の人々の暮らし」の単元で町人の暮らしについても述べられているが、町人の暮ら
しについてどれぐらい理解しているか確かめておくものである。
8(武士と町人の関係の理解調査課題〉
武士と町人の関係についての理解度課題である。武士と農民の関係は、教科書でも
取り上げるページ数も多いが、武士と町人の関係について書かれている記述はない。
9(参勤交代制度についての理解度調査課題)
参勤交代制度は、江戸幕府が諸大名を支配するため、「参勤交代制度の大名行列を
行う際の莫大な費用を使わせることにより諸大名の力を削ぐためのものである」と
いう理解しかない子どもが多い。参勤交代による江戸社会への影響を理解している
か問う課題である。
10(江戸時代の身分制についての理解度調査課題)
教科書の記述では、「江戸時代に身分を変えることは許されなかつた」という記述
がある。しかし、長子相続についても述べられている。次男以下や女性はどのよう
に生活をしているのかは述べられていない。その中には、町人の元に奉公に出され
たり、また養子縁組をして、そのまま町人として暮らしていく者も少なくなかった
が、その事実は書かれていない。また農村で生まれた女性が町人と結婚する者もい
た。この課題は、「身分制度を作つた武士の権力」について児童がどれほど強大であ
つたかと理解をしているか確かめる課題である。
問4 歴史学習についてのアンケート
歴史学習についての興味や意欲に関するアンケート課題を10題用意した。
「思う～思わない」の五段階評価で該当する回答に○を付ける課題である。
[2]教授活動
教授活動は、2時間で計画されていた。
前半は、命題 1「江戸時代の農民は、武士による厳しい支配の中でも、生活を工夫して豊
かに暮らしていた。(1時間)」を教授するための研究授業、後半は、命題 2「徳川家光が制
定した参勤交代制度により、大名行列が江戸時代の日本経済を発展させた。(1時間)」を
教授するための研究授業の内容であつた。
なお、社会科教育を専門とする研究者にチェックをお願いしコメントいただいた。
1.指導案と全体の流れ (前半)
前半の指導案についてFIGlШE lに示す。
※なお児童に配布した調査用紙はⅥ.資料に記載されている。
指導案前半
『江戸時代つてどんな時代だろうJ
【目標】
江戸時代の単元を学習後の6年生に2つの命題に対して、複数の象徴事例を用いることに
より江戸時代の社会の仕組みを理解させ
① 江戸時代の武士、町人、農民に対する「不十分な認識」の修正
② 江戸時代の農民は、武士の厳しい支配の中でも生活を工夫して豊かに暮らしていたこと。
③ 参勤交代制度における大名行列が当時の日本の発展に役立っていたこと。
④ ①②③を踏まえ、江戸時代の歴史的事象の構造的理解を促進させる。
① ～④を具体的に理解させることを目標とする。
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【工夫】
江戸時代のそれぞれの身分に置かれている人々の詳しい日常の生活を知ることにより、
江戸時代の社会 (2つの命題)を具体的に理解させるように象徴事例を用いた授業を展開
する。
『江F時代』●τこん0-っ=0=ろう?―あまり知られていない江戸時代の人々の様子一
1時間目
○導入 1
二学期から江戸時代について学習しましたね。江戸時代つてどんな時代でしたか?
このクラスを江戸時代の身分に分けてみましょう。
担任が大名
3～4人が武士
3人町人
残りの児童は農民
江戸時代の人口比率はこれぐらいだつたんだれ
農民の人数が武士より圧倒的に多いですれ
「武士は農民を支配していました。でも支配され苦しい生活をしている農民は、武士を
倒そうとしなかつたのだろうか」
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○導入2
江戸時代は、今で言う都道府県のように、藩で地域が分けられていました。その藩で一
番位 (くらい)の高い人がお殿様と呼ばれ、武士はお殿様に仕えていまいた。江戸時代に
は300もの藩があり、その藩の中でも、お米が1万石以上採れる藩のお殿様のことを大
名と呼びました。
江戸時代は、さっきこのクラスで分けたように、武士、農民 (百姓)、 町人 (商人、職人)
と身分が分けられていました。
それぞれの身分の人々はどんな生活をしていたのでしょうか?
○×で答えてください。
武士について
武士はどうやって生活をしていたのだと思いますか?(予想問題)
1.農民から徴収した年貢米を売つて贅沢な生活をしていた。
2.給料をもらって生活をしていた。
3.寺子屋などで子どもたちに勉強を教えて生活していた。
4。 現在の警察の役割をしていた。       ′
実は武十の多くは大名から給料をもらつて生活していました。武士は現在の警察のよ
うな仕事をしたり、税 (年貢米など)の徴収、藩の警備や、道を整備したりし、藩の
中での仕事をしていました。給料の少ない下級武士は、生活が苦しいので、寺子屋で
こどもたちに勉強を教えたりしてお金を稼いでいました。
農民から納められた年貢米は藩のもので、武士のものではありません。武士の中で
年貢米を取り立てる仕事をする武士が年貢米を集めるだけでした。集められた年貢米
を藩が商人などに売り、そこで得られたお金を参勤交代の費用に使つたり武士に給料
として支払つていたのです。
○導入3
農民の暮らしはどうだつたのだろう?
農民は年貢を納めなくてはなりませんでした。五公五民という年貢率で、収穫した半
分のお米を年貢米として納めていました。例えば1000 kgのお米 収穫があつても半分の
500k gを年貢米として藩に納めなければなりませんでした。
現在、お米の重さの単位は、キログラムです。しかし、江戸時代は石 (こく)という
お米の重さの単位で計算されていました。 1石は約 150キログラムです。また1石は一
年間に人ひとりが食べるお米の量になります。
1石 = 150kg = 人ひとりが一年間に食べるお米の量
現在のみんなが住んでいる和歌山県は紀州藩と呼ばれていました。徳り|1御三家の一つと
12
して栄えました。他の大名よりも位が上でした。
紀り11藩はお米の収穫量は、年間約55万石で50万人ほど住んでいました。当時、農民
の人口は全体の約8割なので40万人の農民が紀州藩で住んでいました。五公五民の年貢
率で年貢として採れるお米の半分の約27万石が藩に納められていました。残つた27万
石を40方人の農民が食べて暮らしていました。
問 何かおかしいなと感じるところ、疑間に思うところはないですか?
「あれ?お米が足りないぞ !」
農民はお米を食べられなかつたのだろうか
やはり、農民は貧しい生活をしていたのかな?
農民の生活
1.紀州藩の農民はどうやつて生活していたのかな。
(1)みんなが江戸時代の農民だつたなら、どうして生活していくだろう?
もし、農民がこんな生活をしていたら、農民は死んでしまいます。
・農民がみんな死んでしまつて、一番困るのは誰だろう?
年貢を波さない、一揆、他の農産物を食べる。
2.紀州藩の農民は、お米以外に田畑で何も作つていなかつたのだろうか。
※紀州の産業 (資料 1)、日本の産業 (資料3)の提示
(1)紀州藩だけでなく他の藩でもいろいろな特産品がありました。
3。 みんなだつたら、みかんや梅、醤油、鯨などを自分が食べる分以外、どうする?
売る。
※ 蜜柑の資料 (資料2)
(1)農民には野菜や特産品などを作り自分が食べる以外の物は商人に売つてお金を稼い
でいました。
その稼いだお金でみんなだつたら、何をしますか?
好きなものを買う。遊ぶ。
○江戸時代の農民もきつとそうしていたのではないだろうか?
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象徴事例 ■― (0
江戸時代の農民は、武士による厳しい支配の中でも、農産物や特産品などを売りお金を稼いで
いた
4。 次にこの絵を見てください。江戸時代の農民の様子 (資料4)の提示
これは、江戸時代の農民の日常の姿を描いた絵です。農民は何をしていますか?
タバコを吸つている。
お酒を飲んでいる。
腕相撲をしている。
5。 絵を見て疑間に思つたことおかしいと感じたことはないですか?
※慶安のお触書で禁止されていることにしていることに気づかない場合は、発間で気
づかせる。
(1)農民つてタバコを吸つたり、お酒やお茶を飲んでもよかつたの?
※慶安の御触書 (資料5)の提示.
慶安の御触書で禁止されていることをしている。なぜだろう?
慶安のお触書きはなぜ出されたと思いますか?
慶安のお触書の解釈
0たばこやお茶、お酒を飲むことを禁止するということは、たばこやお茶を買うだ
けの余裕が農民にはあつたということです。
御触書を出して農民の生活を規制しないと農民がなまけてお米を作らなくなり
年貢米が少なくなり武士の給料も少なくなつてしまいます。
◎農民に一生懸命にお米を作らせるよう、農民の生活をよくさせるための農民の
心得だつた。
象徴事例1-(D
江戸時代の農民は、武士による厳しい支配の中でも、たばこやお茶、お酒を飲んでいた
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命題■
江戸時代の農民は、武士による厳しい支配の中でも、生活を工夫して豊かに暮らしてい
た。   ヽ
FIGURE l指導案前半 農民の生活
指導案前半をイ乍成するにあつたつて留意した点は、以下の点である。
○指導案前半の全体の流れ
導入1       ‐
江戸時代の身分別の人口比率を再確認させるために学級を身分の人口比率に分け、農
民がどれだけ多かったか、確認させる。              、
導入2     1
教科書には、「武士は政治を行っていた。」としか記述されていない。「日常の武士の生
活はどのようなものであつたか」ということが子ども達には理解できていない。そこで予
想問題として、子ども達が思う武士の暮らしについて選択問題 (複数解答可)を出題す
る。
武士はどうやって生活をしていたのだと思いますか?
1.農民から徴収した年貢米を売つて贅沢な生活をしていた。
2,給料をもらつて生活をしていた。
3.寺子屋などで子ども達に勉強を教えて生活していた。
4。 現在の警察め役割をしていた。
その後、武士の日常の生活について説明し理解させる。
導入3
課題の展開
農民の暮らしを中心に授業を展開する。予備調査により子ども達は、「農民は貧しい生活
をしていた」と考えるものが多い。そこで地元の紀州藩の農民の暮らしについて問題提起
をする。
ここではt貧しい生活をしていると認識している7・どもが多いので、お米が足りず、生
活が苦しいのは当たり前だと子どもは考えていると思われる。
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農民の生活
発問1 紀州藩の農民はどうやつて生活していたのかな。
1-(1)みんなが江戸時代の農民だつたなら、どうして生活していくだろう?
・農民は、お米だけしか残らないなら生活をしていけないことを理解させる。
発問2 紀州藩の農民は、お米以外に田畑で何も作つていなかつたのだろうか。
・紀州藩の特産品や米以外の農作物を農民が作つていたことを理解させる。
2-(1)紀州藩だけでなく他の藩でもいろいろな特産品がありました。
・全国の特産品の資料を提示し、紀州藩の農民だけでなく各地の農民が特産品
や農作物を作つていたことを理解させる。
発問3 みんなだつたら、みかんや梅、醤油、鯨などを自分が食べる分以外、どうする?
・農民の立場に立ち考えさせる。
・蜜柑の資料の提示
紀伊国屋文左衛門が江戸時代に江戸へ紀州有田蜜柑を船で輸送していたことを
知り、その蜜柑は農民が作つていた事を知る。
3-(1)農民には野菜や特産品などを作り自分が食べる以外の物は商人に売つてお金を
稼いでいました。
・農民は、年貢米を徴収されるだけではなく、お金を稼いでいたことを理解させ
る。
象徴事例1-(a)                              、
江戸時代の農民は、武士による厳しい支配の中でも、農産物や特産品などを売りお
金を稼いでいた。
発間4  これは、江戸時代の農民の日常の姿を描いた絵です。農民は何をしていますか?
・農民がタバコやお酒、お茶を飲んでいたことを理解させる。
発問5  絵を見ておかしいと感じたことはないですか?
5-(1)農民はタバコを吸つたり、お酒やお茶を飲んでもよかつたの?
・慶安の御触書を資料で確認させ、なぜ禁止されていることがしていたのか、
なぜできたのかを考えさせ、お触書が出された意味を理解させる。
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象徴事例 1-(b)
江戸時代の農民は、武士による厳しい支配の中でも、たばこやお茶、お酒を
飲んでいた。
命題1                     ,
江戸時代の農民は、武士による厳しい支配の中でも、生活を工夫して豊かに暮らしてい
た。
このように、授業前半には命題 1「江戸時代の農民は、武士による厳しい支配の中でも、
生活を工夫して豊かに暮らしていた。」、象徴事例1-(a)「江戸時代の農民は、(武士によ
る厳しい支配の中でも、)農産物や特産品などを売りお金を稼いでいた。」、象徴事例1-(b)
「江戸時代の農民は、(武士による厳しい支配の中でも、)たばこやお茶、お酒を飲んでいた。」
が示されるように計画されていた。
2.指導案と全体の流れ (後半)
次に後半の指導案についてFIG■IRE 2 に示す。
指導案後半
※紀州藩徳川家参勤交代絵巻物を黒板に掲示する。紀州藩 参勤交代の様子 (資料6)
1.徳川家光は、他の大名に対して参勤交代制度を制定しました。
(1)参勤交代制度つてどんな制度ですか?
(2)参勤交代制度で得をしたのはだれだろう?
御 |1新
大名にお金を使わせて大名の力を弱めるため。
(3)江戸時代には全国で約300もの藩がありました。江戸幕府の命令により2年に 1
度、江戸に行かなければなりません。そうしないと、江戸幕府により、藩が潰され
てしまいます。また、藩の大きさにより参勤交代にかかる人数も決められていまし
た。さらに江戸に着くと、一年間、江戸に住まなければなりません。
300もの藩が江戸と自分の藩の間を歩いて往復するわけですから、道も整備され
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ていきました。
※江戸時代の街道と宿場町 (資料7)
象徴事例2-(D
(徳川家光が制定した参勤交代制度により、)大名行列が五街道を整備させた。(往来)
約15日
※紀州藩参勤交代の日程表 (資料8)
(1)紀州藩の大名行列は総勢何名ぐらいだつたと思いますか。
参勤交代では、3000人が一日中歩きます。一日中ずつと歩くと疲れるので休憩しま
すよね。
どんなお店があつただろう?
現在なら道の駅みたいなもの。※東海道沿いの茶店 (資料9)
象徴事例2-0
(徳川家光が制定した参勤交代制度により、)大名行列が街道沿いの茶店を作つた。
(2)また、約15日間も江戸に向けて旅をします。そうすると休憩だけでなく宿泊もし
なければなりません。一晩に3000人が泊まれるところが必要です。どんなとこ
ろに宿泊したのだろう。
※宿場町 (資料10)
(1)紀州藩の参勤交代にはどれぐらいのお金が必要だつたのだろう。一年後の帰りの費
用も必要です。
21億5800万円
参勤交代には、莫大な費用がかかりました。
2.紀州藩の江戸まで参勤交代にかかる日数はどれぐらいだと思いますか?
3.宿泊するということは、何をすることですか?修学旅行を思い出しましよう。
夕食  お風呂
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それを (大名行列の人数の差はあるものの)300もの藩が行つていました。
300もの藩が参勤交代し、宿場町に泊まることにより宿場町が儲かり繁栄しま
した。
象徴事例2-(0
(徳川家光が制定した参勤交代制度により、)大名行列が宿場町を繁栄させた
(1)日本の特産品の資料を見てみよう。※日本の産業 (資料3)
各地の特産物がたくさんあります。
※この特産物を農民が作り、宿場町の宿や商人に売りに行きお金を稼ぎました。
参勤交代により五街道が整備され、街道沿いにお店ができ、宿場町を繁栄させた。
チャート (板書言十画)
宿場町にたくさんの大名や武士が宿泊する。(夕食が必要)
↑商人から材料を購入
商人が得をした。
↑農民が作つた米や野菜、魚、酒、調味料の買付け
※食べ物だけでなく、草戦や、綿など生活必需品等
農民が得をした。
↓
農民がお金を稼ぐ。
↓
‐    稼いだお金で、いろいろなものを買つて農民は豊かに暮らしていた。
江戸の社会の仕組み (資料10)
3.宿場町で宿泊すると食事が必要になります。
りません。その食事の材料のお米や野菜、
仕入れたのだろう。
たくさんの人の食事を用意しなければな
魚、調理に必要な調味料や酒はどこから
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命題2
徳川家光が制定した参勤交代制度により、
大名行列が江戸時代の日本経済を発展させた。
FIGURE 2 指導案後半 参勤交代
指導案後半を作成するにあつたつて留意した点は、以下の点である。
2時間目
参勤交代制度
発問1  徳川家光は、他の大名に対して参勤交代制度を制定しました。
1-(1)参勤交代制度つてどんな制度ですか?
1-(2)参勤交代制度で得をしたのは誰だろう?
・参勤交代制度について子′ども達がどれだけ理解しているか把握すると共にど
の
ような制度であつたか再度確認させる。
1-(3)
・参勤交代制度を詳しく理解させる。
・参勤交代制度においての大名行列を300もの藩が行いそのため五街道や各地
の街道が整備されていつたことを理解させる。
象徴事例2-(a)
(徳川家光が制定した参勤交代制度により、)大名行列が五街道を整備させた。(往来)
・象徴事例2-(a)を理解させる
発問2  紀州藩の江戸まで参勤交代にかかる日数はどれぐらいだと思いますか?
2-(1)紀州藩の大名行列は総勢何名ぐらいだつたと思いますか
0紀州藩の大名行列を行うことの大変さや道のりの理解
・街道沿いには、休憩のため茶店が多くできたことの理解させる (資料)
象徴事例2-(b)
(徳川家光が制定した参勤交代制度により、)大名行列が街道沿いの茶店を作つた (休憩)
・象徴事例2-0を理解させる
(3)2-(2)また、約15日間も江戸に向けて旅をします。
そうすると休憩だけでなく宿泊もしなければなりません。一晩に30
00人が泊まれるところが必要です。どんなところに宿泊したのだろ
り。
・宿場町の資料を見て、宿場町がどんなに大きな街だつたか理解さす
る。
発問3  宿泊するということは、何をすることですか?修学旅行を思い出しましよう。
3-(1)紀州藩の参勤交代にはどれぐらいのお金が必要だつたのだろう。一年後の帰
りの費用も必要です。
・参勤交代には、莫大な費用がかかつたことを理解させる。
・参勤交代は、300もの藩が行つていたことを理解させる。
3-(2)300もの藩が参勤交代し、宿場町に泊まることにより宿場町が儲かり繁栄
しました。
・大名行列が宿場町に宿泊することにより、宿場町が儲かり栄えた
ことを理
解させる。
象徴事例2-(c)
(徳川家光が制定した参勤交代制度により、)大名行列が宿場町を繁栄させた。
・象徴事例2-(6)を理解させる
発問4  宿場町で宿泊すると食事が必要になります。そんなたくさんの人の食事を用意
しなければなりません:その食事の材料のお米や野菜、魚、調理に必要な調味
料や酒はどこから仕入れたのだろう。
4-(1)日本の特産品の資料を見てみよう。 各地の特産物がたくさんあります。
・日本の各地に特産品があることを理解させる。
4二(2)この特産物を農民が作り、宿場町の宿や商人に売りに行きお全を稼ぎました。
・象徴事例1-(Dに戻り、農民がどこに農産物や特産品を売りお金を稼ぃ
でいたかを理解させる。(江戸時代の社会の構図)
0参勤交代により五街道が整備され、街道沿いにお店ができ、宿場町を繁米
させた。
チャート
参勤交代制度の大名行列により
宿場町にたくさんの大名や武士が宿泊する。(夕食が必要)
↑商人から材料を購入
?
?
商人が得をした。
↑農民が作つた米や野菜、魚、酒、調味料の買付け
※食バ物だけでなく、草職や、綿など生活必需品等
農民が得をした。
↓
農民がお金を稼ぐ。
↓
稼いだお金で、いろいろなものを買つて農民は豊かに暮らしていた。
命題2
徳川家光が制定した参勤交代制度により、大名行列が江戸時代の日本経済を発展
させた。
命題1と命題2を理解することで
「大名行列が江戸時代の商人や農民にお金を稼がせ、豊かに生活できた。」
ことを理解させる。
このように、授業後半には命題 2「4劇11家光が制定した参勤交代制度により、大名行列
が
江戸時代の日本経済を発展させた。」、象徴事例2-(al「(徳川家光が制定した参勤交代制
度により、)大名行列が五街道を整備させた。」、象徴事例2-(b)「(徳川家光が制定した参勤
交代制度により、)大名行列が街道沿いの茶店を作った。」、象徴事例2-0「御 II家光が制定.
した参勤交代制度により、)大名行列が宿場町を繁栄させた。」が示されるように計画されて
いた。
[3]事後調査の概要
○問 1、 間2に関しては、事前、事後調査とも、同じ質問を用意した。
授業後に武士、町人、農民、参勤交代に対しての「不十分な認識」が修正されたか
ど
うかを問う課題である。
問3は、事前課題の回答と比較できる課題を用意した。江戸時代の社会の構図及び命題
間のつながりが理解できたかを問う課題である。
・問題は、5段階で (そうである  多分そうだ ～ そうではない)で自分が思
うところに○を付ける問題である。
11題の課題を用意した。それぞれの課題に対応する事前課題の問いを以下に記した。
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1。 (武士の生活についての理解の調査課題〉
事前調査課題 (問3-1)に対応した課題である。
2.〈武士と農民の関係の理解調査課題)
事前調査課題 (問3-2)に対応した課題である。
3.～7.(農民の日常生活についての理解度課題)
3.(農民の休日課題)
事前調査課題 (問3-3)に対応した課題である。
4。 (農民の娯楽課題)
事前調査課題 (問3-4)に対応した課題である。
○この課題で象徴事例1-(b)の理解について調べた。
5。 (農民の現金収入課題)
事前調査課題 (問3-5)に対応した課題である。
○この課題で象徴事例1-(a)の理解について調べた。
6。 (農民と宿場町の関係課題)
事前調査課題 (問3-7)に対応した課題である。
7.(農民の暮らし課題)
事前調査課題 (問3-6)に対応した課題である。
○この課題で命題1の理解について調べた。
8.(町人の生活にういての理解度調査課題〉
事前調査課題 (問3-8)に対応した課題である。
9:〈農民と大名行列の関係の理解度調査課題〉
参勤交代と農民との関係を理解したかについての調査課題
命題1と命題2の構造化についての課題
○この課題で命題1と命題2の構造化の理解について調べた。
lo。惨 勤交代制度と江戸社会についての理解調査課題)
参勤交代と江戸の社会の構造が理解できているかの調査課題
○この課題で象徴事例2-(めの理解について調べた。
11.(参勤交代制度と江戸の経済についての理解度調査課題〉
事前調査課題 (問3-9)に対応した課題である。
○この課題で命題2の理解について調べた。
問4 歴史学習についてのアンケート
歴史学習についての興味や意欲に関するアンケー ト課題を10題用意した。
「思う～思わない」の五段階評価で該当する回答に○を付ける課題である。
3.結果と考察
[1]研究授業前の児童の認識
1.参観授業の様子
研究授業前に「江戸時代を生きた人 1々の授業を参観させてもらつた。この中単元
は、7
つの小単元からなり「単元の導入」「それぞれの身分と暮らし」「江戸時代を生きた人
々の
くふうや努力」「力をつける町人」「近松門左衛門のはたらきを調
べる」「国学の広がりと子
どもの教育」となつている。その中で「それぞれの身分と暮らし」
「江戸時代を生きた人々
のくふうや努力」「力をつける町人」を参観した。3つの小単元の日標を以下の表に示す。
TABLE l参観授業の概要
「それぞれの身分と暮らし」では、参勤交代制度、武士・町人・農民の暮らしに
ついて記
述されている。大名は武家諸法度により、幕府からの圧力を受けていたことや、農民
の年
貢を納めている様子が描かれている。「江戸時代を生きた人々のくふうや努力」
では、農民
の生活の工夫や特産品を生産していたことなどが記述されている。
「力をつける町人」ではt
街道や航路の整備や流通について書かれている。
授業は、各単元のねらいどおりに行われていた。しかし、本研究の予備調査、事前調査
子どもの追求活動を支える評価
基準の具体例学習
のねらい
【社会的な思考・判断・表現】
身分の違いに問題意識を持ち、
幕府や藩が秀吉の身分のきまり
をもとに(いつそうの身分固定
化を図つたことを考え、適切に
表現している。
幕府や藩は、武士による支配体
制を維持0強化していくために
秀吉の身分の決まりをもとに
ぃっそうめ身分固定化を図つ
たことを考えることができる。
それぞれの身分と
暮らし
【社会的事象への関心・意欲・
態度】江戸時代を生きた人々の
願いや、それに対する工夫や努
力に関心を深めている。
江戸時代の農民や町人は、どの
ような願いを持ち、どのような
努力をして、暮らしを高めてい
たのかを調べ、当時の暮らしの
様子に関心を持つことができ
る
江戸時代 を生きた
人々のくふうや努力
【社会的事象への関心 0意欲・
態度】江戸時代の人々の楽しみ
に関心を持ち、意欲的に調べ、
考えながら追求している。
江戸時代の商人が、流通経路の
整備や販売方法を工夫などで
巨額の富を得ることで、力をつ
けたことをとらえることがで
きる。
力をつける町人
にあるように、児童の「不十分な認識」や「江戸時代の社会の構造」などは、
理解できて
いない児童が多いことが予想される。これは、単元を区切ることによつて、児
童は、単元
どうしのつながりを理解できていなからではないかと考える。また、授業内
容においても
単元どうしのつながりを説明していないことが原因ではないだろうか。歴史学
習は、歴史
的事象の本質的な理解やつながりを理解して初めて、歴史学習と言える。歴史
的事象やそ
の時代の流れを理解できていないことが、歴史学習
への興味やおもしろさなどを欠き、暗
記中心の学習方略を選択している児童がいるのではないかと考えられる。
2,「不十分な認識」についての事前調査課題について
ここでは、参観授業の後に実施された事前調査の結果とその分析を行う。江戸時代の
武
士、町人、農民に対する「不十分な認識」によるイメージ (問1)や、参勤交代制度にお
ける「不十分な認識」によるイメージ (問2)、
(「不十分な認識」にぶるイメージの事前調査の結果とその分析 (問1)〉
(武士に対するイメージ調査〉
まず、江戸時代の武士のイメージに当てはまる語旬に○を付ける調査 (複数回答)に
つ
いて、事前の結果をまとめたものをTABLE 2に示す。FIGURE 3は、その結果をイメ
ージ
の項目ごとの棒グラフに表したものである。また設間の項目を、プラスイメ
ージ (贅沢・
豪華、裕福、豊か、自由)とマイナスイメージ (辛い、苦しい、貧しい、不自由)に分け、
その回答数の割合を表したものがFIGU皿4である。
FIGURE 3より、武士に対するイメージは、裕福という回答が一番多く見られ、武士は、
何不自由なく暮らしていたと思つている児童が多い。また、自由記述にお
いて 「武士は、
どんな仕事をしていたか」という間に対して、「自由に暮らしていた」
「遊んでいた」など、
武士は働かなくても暮らしていけたと思つている児童も多かった。
次に、武士のイメージをプラスイメージとマイナスイメージに分けて分析す
る
FIGURE 4より武±に対するイメージは、プラスイメージが93%、マイナスイメージが
7%であつた。大多数の児童は、武士に対してプラスイメージを持つていることがわかる。
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TABLE 2「不十分な認識」における調査課題 (武士について)
事前調査
口事前調査
-   0
〆
FIGlШ硼 3「不十分な認識」における武士のイメージ
40ツ6    60%    80%    100°Z
ロプラスイメー ジ
(贅沢・豪華、裕福、豊か、自
由)
sマイナスイメー ジ
(辛い、苦しい、貧しい、不自
由)
FIGURE 4「不十分な認識」による武士のイメージ分け (プラス、マイナスイメ
ージ)
(町人に対するイメージ調査〉
次に江戸時代の町人のイメージに当てはまる語旬に○を付ける調査 (複数回答)につい
て、事前の結果をTABLE 3に示す。FIGURE 5は、その結果をイメージの項目ごとの棒
グラフに表したものである。また設間の項目を、プラスイメージ (贅沢
・豪華、裕福、豊
か、自由)とマイナスイメージ (辛い、苦しい、貧しい、不自由)に分け、その回答数
の
割合を表したものがFIGURE 6である。
FIGURE 6より町人に対するイメージは、プラスイメージが75%、マイナスイメージ
が25%であり、過半数の児童がプラスイメージを持つていることが確認できた。特に、
FIGURE 5よりわかるように「豊か」、「裕福」の項目が多くあげられた。これは、武士ほ
ど贅沢・豪華ではないものの、裕福で、豊かな生活をしているイメ
ージがあると思われる。
?
「
?
?
??
?
??
?‥
＝
?
?
??
?‐…―‥＝
＝
＝
?
?
?
?
?
「貧しい」「不自由」と捉えている児童も数人いる。このことは、江戸時代
は、武士の支配
がとても強いという印象を受けている児童が回答したものではないかと考えられ
る。
TABLE 3「不十分な認識」における調査課題 (町人について)
事前調査
口事前調査
ロプラスイメー ジ
(贅沢・豪華、裕福、豊か、自
由)
sマイナスイメー ジ
(辛い、苦しい、貧しい、不自
由)
FIGttE 5「不十分な認識」における町人のイメージ
20%
FIGURE 6「不十分な認識」による町人のイメージ分け (プラス、マイナスイメージ)
(農民に対するイメージ調査〉
江戸時代の農民のイメージに当てはまる語句に○を付ける調査 (複数回答)について、
その結果をTABLE 4に示す。ΠGURE 7は、その結果をイメージの項目ごとの棒グラフに
表したものである。また設間の項目を、プラスイメージ (贅沢・豪華、裕福、豊か、自由)
とマイナスイメージ (辛い、苦しい、貧しい、不自由)に分け、その回答数の割合を表し
たものがFIGURE 8である。
FIGlЛ週 7、 ΠGURE 8よりわかるように、農民に対するイメージは、プラスイメージ
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をあげる回答は全く見られなかつた。特に、「貧しい」、「苦しい」、
「不自由」というイメー
ジを持たれていることが確認できる。自由記述で「江戸時代の農民はどんな生活
をしてい
たと思いますか」の問いに「お米を作っているのに、稗やあわを食
べて生活している」「毎
日田んぼで働かされている」「お金がなくて貧しい」などマイナスイメ
ージを持つ解答しか
あげられていなかつた。
TABLE 4「不十分な認識」における調査課題 (農民について)
農民のイメージ
事前調査
ど が
FIGURE 7「不十分な認識」における農民のイメージ
団プラスイメー ジ
(贅沢・豪華、裕福、豊か、自
由)
ロマイナスイメー ジ
(辛い、苦しい、貧しい、不自
由)
FIGURE 8「不十分な認識」による農民のイメージ分け (プラス、マイナスイメージ)
○ (参勤交代制度における「不十分な認識」によるイメージ調査 (問2)〉
参勤交代において誰が得をしたのか該当するものに○を付ける調査 (複数回答)につい
て、事前と事後の結果をまとめたものをTABLE 5に示す。その結果を項目ごとの棒グラフ
に表したものがFIGURE 9である。
TABLE5およびFIG■IRE 9より、「江戸幕府」をあげた児童が最も多く、次いで「大名」、
「武士」という回答が多い。これらより、参勤交代では支配するものが得をすると考
えら
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
れていることがわかる。参勤交代は江戸幕府により作られた制度
であることから、当然制
度を作ったものが得をするようになつているはずと考えられる
のは妥当であり、制度の成
り立ちが正しく理解されている結果ともいえる。しかし、教科書記述には、
「大名行列には
莫大な費用がかかつた」「大名行列で藩の財政が苦しくなつた」と
いう記述があるにもかか
わらず、大名が得をしていると答える児童が約三分の一もいた。制度
の成り立ちは理解で
きているものの、参勤交代の本質的な理解や、参勤交代における社会
への影響などは正し
く理解されていない。自由記述の「選んだ理由」においても約
三分の二の児童が、無回答
であり、「江戸幕府が得をした」と回答をしている児童のほとんどが、
「藩にお金を使わせて
貧乏にし、反乱させないため」という内容の回答がほとんどであ
つた。
TABLE 5 参勤交代制度における「不十分な認識」によるイメージ調査
?。
??
??
??
??
??
?
?
?
?
?
江戸幕府
■― ― ―  ―
「l ill_` ♀
町人   農民
FIGURE 9参勤交代制度における「不十分な認識」によるイメージ調査
3。「構造化」についての事前調査課題について
○ (江戸時代の歴史認識や社会の構造についてアンケートの結果とその考察 (問
3)〉
江戸時代の武士、町人、農民の日常の生活や社会の構造を実験授業前に
どれだけ理解し
ているかについて事前調査の結果とその考察を示す。
江戸時代の武士、町人、農民の日常の生活やそれぞれの身分同士の関わり、参勤交代
の
役割についての内容の10問題に5段階 (そうである～多分そうである～わからない
～多
分そうではない～そうではない)で○を付けてもらつた。以下にその結果を示す。
また、「正
答」と「正答でない」に分け、グラフで表した。
1。 (武士の生活についての理解の調査課題)
江戸時代の武士は、農民から取り立てた年貢米を売つたりして生活していた。
TABLE 6 武士の生活についての理解度調査課題結果
FI創腑E10武士の生活についての理解調査課題結果 (正答、IE答以外別)
TABLE 6より「していた」「多分していた」と回答した児童が16人いた。これは、武士
の支配がとても強いと理解しているものと考える。しかし、農民から見ると武士は、権力
そのものであらたかもしれないが、武士も藩に雇われ仕事をしていることは理解できて
い
ないと考えられる。
FIGIIRE 10より、約三分の二の児童が、正答以外の回答をしている。これは、武士は、ど
のようにして、収入を得ていたのか理解していないと考えられる。
2.〈武士と農民の関係の理解調査課題〉
江戸時代の農民は、武士の厳しい支配の中で、毎日、田畑などで働かされていた。
TABLE 7 武士と農民の関係の理解調査課題結果
していた 多分していた わからない 多分していない していない
4人 12人 3人 9人 1人
回答 (29人)
日正答10人
(していない、多分し
■[ぃスrしヽ )
国正答以外19人
(しでいた、多分して
ぃた、わからない)
そうでない多分そうでないわからない多分そうだ
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回答 (29人)
口正答1人
(そうでない、多分そ
s皇碁級昇し8人
(そぅだ、多分そうだ
、わからない)
正答以外別)
―
「
（?
?
?
TABLE 7より、「そうだ」「多分そうだ」力｀28人で大多数をしめた。ほとんどの児童が
「武
士の支配がとても強かつた」と考えている。また農民は強帝1的に働かされて
いると考えてい
ると思われる。
ΠG■lRE llより、江戸時代の農民は武士から強制的に働かされていると考える児童
がほ
とんどであることがわかりる。農民には自由な生活ないと理解していると思われる。
3。 (農民の日常生活についての理解度調査課題 (農民の休日)〉
江戸時代の農民は、休日や長期の体みなどがあつた。
TABLE 8 農民の日常生活についての理解度課題結果 (農民の体日)
あつた たぶんあつた わからない たぶんなかつた なかつた
1人 3人 1人 4人 20人
ΠGURE ll武士と農民の関係の理解調査課題結果 (正答、
回答 (29人)
60'6    8096   10096o,6    2000    4096
五さURE 12薦罠あL書星善についての理解度課題結果 (農民の休日)
TABLE 8について、「なかつた」「多分なかつた」と回答した児童は、
民は休日もなく働かされていた」と考える児童が大半を占めた。
日正答4人
(あった、多分あつた)
N正答以外25人
くなかった、多分なかつ
た、わからない)
(正答、正答以外別)
24人であつた。「農
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4。 (農民の日常生活についての理解度調査課題 (農民の娯楽)〉
江戸時代の農民は、たばこを吸つたり、お酒やお茶を飲んでいた (農民の娯楽)
TABLE 9農民の日常生活についての
回答 (29人)
口正答1人
(していた、多分して
いた)
FIGURE 13農民の日常生活についての理解度調査課題 (農民の娯楽)(正答、正答以外別)
TABLE 9より、「多分していない」「していない」と回答した児童は、28人いた。これは、
慶安の御触書の理解が不十分であると考えられる。
FIGURE 13より、ほとんどの児童は、「江戸時代の農民は、たばこを吸つたり、お酒やお
茶を飲んでいる」とは思つていない。慶安のお触書は、武士が農民を支配下に置くた
めに農
民に課した制度のように考えている。児童は、身分制度が敷かれた時と同時に
「慶安の御触
書」が出され、今まで、自由にできていた喫煙や飲酒などが禁止されたと理解し
ている。し
かし、実際は、農民が飲酒や喫煙で農作業を怠らないための手引書である。こ
の児童の「慶
安の御触書」への間違つた解釈は、江戸時代の武士と農民の関係や農民の生活に
ついても
「不十分な認識」を生む原因になる。
していた 多分していた わからな 多分していない していな
い
0人 1人 0人 9人 19人
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5。 (農民の日常生活についての理解度調査課題 (農民の現金収入))
江戸時代の農民は作つた野菜やお米を売つてお金を稼いでいた。
FIGu田14農民の日常生活についての理解度調査課題 (農民の現金収入)(正答、正答以外別)
TABLE 10より、「していた」「多分していた」と答えた児童は、14人であつた。約半数の
児童は、現金収入があつたと考えている。同じようにFIGURE 14より、約半数の児童は
正答を出している。しかし、他の半数の児童は、現金収入がないと考え、
これが、「農民は
貧しい生活をしている」という考えに繋がると考えられる。
6.(農民の日常生活についての理解度調査課題 (農民の暮らし)〉
江戸時代の農民は、武士による厳しい支配の中でも、生活を工夫して豊かに暮
らしていた
TABLE ll 農民の日常生活についての理解度調査課題 (農民の暮らし)
していた 多分していた わからない 多分していない していない
3人 6人 6人 7人 7人
FIGURE 15農民の日常生活についての理解調査度課題 (農民の暮らし)(正答、正答以外別)
TABLE 10農民の日常生活についての
していない多分していないわからない多分していたしていた
回答 (29人)
日正答14人
(してぃた、多分してい
た)
、正答以外15人
(していない、多分して
いない、わからない)
答 (29人)
日正答9人
(してぃた、多分していた
)
、正答以外19人
(していない、多分してい
ない、わからない)
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TABLE llより、「していた」と回答した児童は3人、「多分していた」と回答した児童は6
6人だつた。「多分していない」と回答した児人だつた。「わからない」と回答した児童は、
童は7人、「していない」と回答した児童は7人だつた。(農民の暮らし)課題については、
回答に偏りがない。
FIGURE 15より正答が31%であつた。69%の児童は農民の暮らしを理解できていない
ものと考える。
7.(町人と農民の関係の理解度調査課題〉
江戸時代の町人は、商人や農民から商品を買つていた
TABLE 12 町人と農民の関係の理解度調査課題結果
回答 (29人)
口正答20人
(していた、多分してい
、正ち讐以外9人
(していない、多分して
いない、わからない)
FIGURE 16 町人と農民の関係の理解度調査課題 (正答、正答以外別)
FIGURE 16より正答と回答する児童が69%いた。約七割の児童が「江戸時代の町人は、
商人や農民から商品を買つていた」と理解している。
8.〈武士と町人の関係の理解調査課題〉
武士が町人のお店で食事をしたり、宿泊したりするのに、お金を払わなくてよか
つた
TABE 13 武士と町人の関係の理解調査課題結果
いないと思う多分いないと思うわからない多分いたと思ういたと思 う
よかつた 多分よかつた わからな 多分払っていた 払つていた
5人 7人 7人 7人 3人
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回答 (29人)
口正答10人
く払っていた、多分払
っていた)
s正答以外19人
(ょかった、多分よか
1009o った、わからない)
FIGURE 17 武士と町人の関係の理解調査課題 (正答、正答以外別)
TABLE 13より、「よかつた」と回答した児童が5人、「多分よかつた」と回答した児童が7
人であつた。「わからない」と回答した児童は7人、「多分払つていた」
「払つていた」がそ
れぞれ7人、3人であつた。
FIGURE 17より正答を回答した児童は34%であつた。武士の権力は、町人にも農民と同
じように及んでいたと捉えている児童がほとんどである。
9。 (参勤交代制度についての理解度調査課題〉
徳り|1家光が制定した参勤交代制度の大名行列が江戸時代の日本経済を発展さ
せた
TABLE 14 参勤交代制度についての理解度調査課題結果
口正答5人
(発展させた、多分発展
させた)
回答 (29人) N正答以外24人
(発展させていない、
分発展させていない、
からない)006    2096   40'6   60q6   80'0   10096
FIGURE 18参勤交代制度についての理解度調査課題 (正答、正答以外別)
TABLE 14より、「発展させた」と回答した児童は0人、「多分発展させた」と回答した児童
は5人だつた。「わからない」と回答した児童は17人、「多分発展させていない」「発展さ
せていない」と回答した児童は合わせて7人だつた。「わからない」と回答した児童17人
は、半数以上もいることは問題である。児童は、参勤交代制度は、
「江戸幕府は他の大名に
お金を使わせるために参勤交代制度を作った」と考えている児童が多い。この考えも正答で
?
?
発展させていない多分発展させていないわからない多分発展させた発展させた
はあるが、参勤交代制度が社会に与えた影響はそれだけではない。
FIGURE 18より正答と回答した児童は34%だつた。66%の児童は正答以外を回答して
いる。約七割の児童は、参勤交代が江戸時代の社会に与えた影響につ
いて理解できていな
いと考えられる。
10.〈江戸時代の身分制についての理解度調査課題〉
江戸時代には、身分を変えることはできなかつた。
TABLE 15 江戸時代の身分制についての理解度調査課題結果
できなかつた 多分できなかつた わからない たぶんできた できた
2人 0人21人 4人 2人
ΠGURE 19 江戸時代の身分制についての理解度調査課題 (正答、正答以外別)
TABLE 15より、25人の児童が「できなかつた」「多分できなかつた」と回答している。
幕府が作った身分制度の影響が強く身分は絶対に変えられないと理解して
いる児童が多い
ことがわかる。しかし、教科書の記述にも身分は変えられなかつたと記述されて
いるので
児童の回答は間違いではない。
FIGURE 19より、正答を回答した児童は7%だつた:教科書には、「身分は変えられなか
った」と記述されているが、吉川 (1979が「実際は、奉公に出てそのまま町人になつたり、
養子や婚姻などで町人や商人になるものもいた」と述
べていることから「できた」「多分で
きた」を正答とした。
日正答5人
(できた、多分できた)
回各 (29人)
100%
s正答以外24人
(できない、多分、わか
らない)
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まとめ
事前調査の結果を以下にまとめる。
1.(武士の生活についての理解の調査課題〉より、「武士は、農民から年貢を取
り上げて生活をしている」という「不十分な認識」を持つている児童が
66%見られる。
2。 (武士と農民の関係の理解調査課題〉より農民は、武士の支配により毎
日強制的に田畑
で働かされていると考える児童が97%見られる。
3。 (農民の日常生活についての理解度調査課題 (農民の休日))より、農民には休
日がな
いと考えている児童が86%見られる。
4。 (農民の日常生活についての理解度調査課題 (農民の娯楽)〉 より、農民
はたばこや酒
などを飲むことを禁止され、それができなかつたと考える児童が97%見られる。これ
は、「慶安の御触書」に対する「不十分な認識」によるものだと考えられ
る。
5。 (農民の日常生活についての理解度調査課題 (農民の現杢収入)〉 より、
「児童の48%
が農民は現金収入があつた」と考えていた。
6.(農民の日常生活についての理解度調査課題 (農民の暮らし))より、「正答以外」を澤
んだ69%の児童は、江戸時代の農民の生活を理解できていないと考えられる。
7.(町人と農民の関係の理解度調査課題〉より、69%の児童は「江戸時代の町人は、商
人や農民から商品を買っていた」と理解している。しかし、 5。 (農民の
日常生活につい
ての理解度調査課題)の「江戸時代の農民は作つた野菜やお米を売つてお金を稼いで
いた
(農民の現金収入)」において、48%の児童は:正答を回答しているにもかかわらず、
現金収入をどこから得ているのか分かつていないと思われる。
8。 (武士と町人の関係の理解調査課題)より、66%の児童が「正答以外」の回答を選択 し
た。食事をしたり宿に泊まつたりしても代金を支払わなくてい
いという考えは、現代社
会では、考えられないにもかかわらず、「正答以外」を選択している。児
童は、江戸時代
の武士に対してとても強大な権力を持つていると考えている。
9。 (参勤交代制度についての理解度調査課題)より、児童の66%が「正答以外」を選択し
ていた。
10。(江戸時代の身分制にらぃての理解度調査課題〉より、児童の大多数が身分
は変えら
れないと考えていた。
以上の結果より、児童は、歴史を学習レたにもかかわらず、江戸時代
の事象や社会の構
この理由としていくつかの問題点をあげる。造をほとんど理解できていないと思われる。
まず、児童の約半数が歴史学習は、暗記科日だと考えていること (意欲調
査問8の結果よ
り)が考えられる。歴史的事象の本質を理解しなくても暗記さえできればテスト問題に答
えられるからである。また、今回の研究授業の内容においても,教科書の記述
では単元分け
されていて、単元と単元の接続の説明がされていないことも、児童が暗記を優先
させる理
由にもなつているのではないだろうか。歴史学習で大切なことは、歴史的事象
を暗記する
ことではなく歴史的事象を理解し、解釈することである。また、暗記にお
いても出来事間
の必然性や因果関係に着目すると、それらの前後関係の記憶が促進される
ことも示されて
いる (西林 19941。また、関連付けの効果について伏見・麻柄 (1993)は、学習に伴
つて
それと関連する世界が開けるときに学習者は、学習内容を意義のある学びが
いのあるもの
と感じ、学習効果も高まることを指摘している。そこで、象徴事例を用
いることにより、
事象間の接続を促進し、知識のつながりや関連付けにどのような効果をも
たらすのかを検
証する。
4。「意欲」についての事前調査課題ついて
く歴史学習意欲についてアンケートの結果とその分析 (間4))
歴史学習において象徴事例を用いることの有効性は、麻柄・進藤(2000が
「①象徴事例は、
学習内容に対するおもしろさや意外感を引き起こす。」ということを明らかに
している。ま
た、菊間 (2009)は、「歴史学習意欲を高めるために、つながり理解方略は必要な要素
では
あるが、それだけでは不十分であり、楽しさを介してつながり理解方略を行う
ことが大切
である。」ということを明らかにしていることから、象徴事例を用いて歴史的事象
のつなが
りを理解すれば、どの程度学習意欲が高まるかどう力｀ こついて調査した。
アンケートは、10間で、(1.思う 2。まあ思う 3。どちらでもない 4.あまり
思わない 5.思わない)に○を付けてもらうこととした。
その結果と分析を以下に示す。
1.歴史を勉強することが好きだ。
「好きだ」「まあ好きだ」が8人、「どちらでもない」が6人、
「あまり好きでない」「好
きでない」が15人となつた。「好きだ」「まあ好きだ」と回答した児童の自由記述には、
「人物に対する興味」に対する記述と「いろいろな出来事があつて楽しい」と
いう記述が
あった。また、約半数が「あまり好きでない」「好きでない」と回答して
いる。「あまり
好きでない」「好きでない」と答えた児童の自由記述には
「覚えることが多い」という記
述が多く、暗記中心の教科と捉えている児童が多いことがわかる。
TABLE 16歴史学習についての好き離い調査結果
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TABLE 17歴史の背景調べ調査結果
人数(人)
2.学校で習つた歴史の背景を自分で調べようと思う
「思う」「まあ思う」が9人、「どちらでもない」が6人、
「思わない」「あまり思わない」
が14人となつた。「思う」「まあ思う」と回答した児童は間1では、「好きだ」
「まあ好
きだ」と回答している児童が多く、「思わない」「あまり思わない」と回答
した児童は間
1で、「あまり好きでない」「好きでない」と回答している児童が多く見られ
た。
3.テストがなければ歴史は学びたくないと思う
「思う」「まあ思う」が10人、「どちらでもない」が7人、「思わない」
「あまり思わ
ない」が12人であつた。約三分の一の児童は、「テストがなかつたら歴史学習は必要な
い」と考えてはいないことがわかる。
4。 なぜ、事件が起こつたのかもつと詳しく知りたいと思う
「思う」「まあ思う」が9人、「どちらでヽない」が5人、
「思わない」「あまり思わな
い」が15人であつた。約半分の児童が、「なぜ、｀事件が起こつたのかもつと詳しく知り
たいと思わない」という結果になつた。
5。 歴史上の人物の生涯 (生まれてから死ぬまで)を知るために伝記 (本)などを読も
うと思う
TABLE 20歴史に関する本への興味課題
「どちらでもない」が2人、「思わない」「あまり思わな
TABLF4 18歴史とテストの有無についての調査結果
人数(人)
TABLE 19歴史的事象に対する興味調査
人数(人)
人数(人)
「思う」「まあ思う」が8人、
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??
が19人であつた。「思わない」「あまり思わない」が19人という結果になつたの
読書があまり好きでない児童も含まれるのではないかと考える。
6.事件がその後の歴史にどういう影響を与えたのか知りたいと思う
「思う」「まあ思う」が7人、「どちらでもない」が6人、
「思わない」「あまり思わない」
が16人であつた。約半数の児童が「事件がその後の歴史にどういう影響を与えたのか知
りたいと思わない」という結果になつた。
7.事件や制度は、その後の歴史に影響を与えていると思う。
T ABLE 22歴史的事象後の影響に対する思考課題
回答 2 3 4
5
人数(人) 8 13 4 4
0
「思う」「まあ思う」が21人、「どちらでもない」が4人、「思わない」
「あまり思わ
ない」が4人であつた。問6の結果から、約半数の児童が
「事件がその後の歴史にどうい
う影響を与えたのか知りたいと思わない」と考えているが、三分
の二の児童は「事件や制
度は、その後の歴史に影響を与えていると思う。」と回答して
いる。
8.歴史は、理解すると言うより、そのまま暗記する科日だと思う。
1思う」「まあ思う」が15人、「どちらでもない」が3人、「思わない」「あまり思わ
ない」が11人であつた。約半分の児童が歴史学習は、暗記科目だと考えている。
9.歴史の出来事どうしのつながりを理解することが大切だと思う。
TABLE 24歴史的事象のつながりの理解に対する課題
回答 1 2 3 4
5
人数(人) 12 9 4 2 3
「どちらでもない」が4人、「思わない」「あまり思わ
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T ABLE 21歴史的事象後の影響に対する興味課題
TrBШ 23歴史科目における学習についての課題
人数(人)
「思う」「まあ思う」が21人、
ない」が5人であつた。歴史的事象のつながりが大切であると考えている児童が多いに
もかかわらず、問8ではそのまま暗記する科日だと考える児童が半数いることが矛盾し
ているのではないか。これは、児童は歴史学習は、つながりを理解することが大切だと
思つているにもかかわらず、テストなどで空欄を埋める問いが多いことが、児童に歴史
学習は暗記科日だと考える児童が多いのではないかと思われる。
lo。歴史を勉強するのは、おもしろい。
TABLE 25歴史学習についての興味課題
「思う」「まあ思う」が9人、「どちらでもない」が5人、「思わない」「あまり思わな
い」が15人であつた。約半数の児童が「歴史を勉強するのは、おもしろくない。」と回
答している。
以上の結果となつた。
[2]研究授業の様子
特に研究授業内の児童の様子を「象徴事例」と「命題」を教授した部分にしぼつて下記に否
す。なお授業記録全体は、資料の項に添付する。
象徴事例1-(Dの教授場面
T:農民つて米しか作つてなかつたの?授業で習わなかつた?
C
T
C
T
あつ、野菜とか特産品 !
そうやね、みんな習つたやろ?
習つた?C:習つたやん。
和歌山らてなにが有名?
Cl:梅 C2:鯨 C3:みかん
T:そうやね、次のページ見て
(紀州の産業の資料を見せる。)
いろいろな特産品があるよね。
特に和歌山はミカンが有名でやね。農民はお米意外にミカンを作つている地域もあつ
たね。そのミカンを食べて生活してた?
C:うん、してた。
C:ミカンとご飯つてあわんやろ―。
人数(人)
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T:自分が食べる分以外にどうしてたの?
c:冗った?
T:そう、売るために作ってたんよ。
特に有田みかんって有名よな。
昔有由地方では江戸にミカンを出荷してたんよ。
T■:次のペァジ見て。(みかんの出荷の様子)これ全部みかんやで。
(江戸への出荷の資料をしつと見ている)
T:じゃあ売つたら何が手に入る?
C4:お金。
T:そう、農民は、お米以外にも野菜や特産品を作つて
商人に売つてお金を稼いでいたんやね。
そうやつて、お米が足りない分、工夫して生活していたんよ。
C5:そつか～。お金稼いでたんや。
T:そのほかにも色々なもの作って、売りお金を稼いでいました。
象徴事例■― (D
江戸時代の農民は、(武士による厳しい支配の中でも、)農産物や特産品などを売りお金を稼
い
でいた(eg)
FIGURE 20 象徴事例1-(Dの教授場面の児童の反応
C■、C2、C3の児章は、和歌山の特産品は知つているが、授業で各地の特産品を売り生
活していたと学習しているのに、和歌山でも特産品を売つて現金を得ていた
こと理解でき
ていないと思われる。Tlで資料を見て、具体的に説明したことにより、C5の児童の発言
が出てきた。このことにより、象徴事例1-(alを理解できたものと考える。
象徴 の教授場面
Tlじゃあ次の絵を見てください。(農民の田畑の仕事の絵と休日の絵)
T:気づいたことを発表して。
C6:たばこ吸つてる
C7:鶏力れ るヽ。
T:これは、闘鶏といつて鶏同志戦わせているんだよ。
C8:腕相撲してる。
T:他にない?左上の3人の男の人|ま?
c:なんか飲んでる。
c9:お酒飲んでる?
T:そうだね一。
象徴事例■― (D
江戸時代の農民は、(武士による厳しい支配の中でも、)たばこやお茶、お酒を飲んで
いた(eg)
FIGURE 21 象徴事例1-(b)の教授場面の児童の反応
農民の田畑の仕事の絵と休日の絵を提示し、児童に
「気づいたこと」を発表させることによ
り、農民の様子を意識して見るようになり、その絵が印象に残りやすくした。
具体物を目
にすることで、象徴事例1-(b)の理解につながり、「不十分な認識」が修正されやすか
ったのではないかと考える。
ёlo:あっ、御触書で禁止されてるやん。
T:でもお酒飲んでるしタバコも吸ってる。なんでかな?
Cl■1・・・
FIGU田22 命題1の教授場面の児童の反応
C■0の児童が「慶安の御触書」のことを気づき、資料との違いに疑間を持つことは、進
藤 0麻柄(20061が明らかにしているように「意外感を与える象徴事例」としては、有効
で
あったのではないかと考える。そして、「慶安の御角虫書」が出された本当の意味を
理解しく
命題1の理解の促進にもつながつたと考えられる。
象徴事例2-(a)(b)の教授場面
↑ :みんな参勤交代つて知つてる?
沈黙
T:えっ、知らんの?
C12:江戸幕府が大名に1年に一回、江戸に来させて、
T:うん、ちよつと違 うけど、だいたいあつてるかな
T:他にない?
沈黙
忠誠を誓わせて将軍を守る。
T:農民つて、たばこやお酒を飲んでよかつたんやつけ?
c:いんちやう?
T:あれ?習つてない?
C13:詳しくは習つてない。
T:さらつと流れていつた?
C14:参勤交代がでてきた、それだけ～
C15:ちやんとノートにも書いたつて。
FIGUⅢ 23 象徴事例2-(a)6)の教授場面での児童の反応
この様子から児童は、「参勤交代」についての知識がほとんどないことがわかる。参観授
業では、「参勤交代」について「幕府の政権準持」のためとしか学習していないので児童に
はそれほど印象に残らなかつたのではないかと考える。
象徴事例2-(0の教授場面
不.和勲lllお美夕行羽|だけで3000メ、やで。それが一番大きい行列としても、他に20T:和歌山の大名 列だ
00人とか1000人の大名行列とか、ほかに300もの藩が大名行列してる。みん
な各地の宿場町に泊まる。そうすると各地の宿場町が繁栄する。儲かるつてこと。
C16:さらに儲かるなあ
この発言から、「児童は、宿場町は大名行列が泊まることにより、繁栄していた」と
いうこ
とを理解できたと思われる。
C■7:あつ!農民達が作ってるのを買いに行く?
C18:売るつて言つてたし。
T:黒板の図見て。大名行列があるから、五街道が整備されたやろ、街道沿いに茶店がで
き、宿場町が繁栄して、商人が儲かつて、1農民もお金を稼ぐことができた。で、農民
も稼いだお金で豊かに暮らしていた。
参勤交代があつたから日本の経済が発展した。わかる?
FIGU駆24 象徴事例2-(0の教授場面での児童の反応
C16この発言から、「児童は、宿場町は大名行列が泊まることにより、繁栄していた」と
いうことを理解できたと思われる。
C17、C18の発言は、「象徴事例1-(a)」を理解している発言であるといえる。
教師の説明と板書、江戸時代の社会のチヤー トを見せることにより、
「武士」「町人J「農
民」のつながりを理解するとともに、日本の経済が発展したことを理解
できたのではな
いかと考える。
[3]研究授業による児童の認識の変化
ここでは、事後調査の結果とその考察を行う。
1江戸時代の武±、町人、農民に対する「不十分な認識」によるイメ
ージ (問1)や、参
勤交代制度における「不十分な認識」によるイメージ (問2)、江戸時代
の社会の構造につ
いて (問3)、歴史学習に対する興味に関するアンケート(間4)の結果とその分析を示す。
問題と目的の項で示した日標が達成されたかどうかを測定するために、事後
課題調査を用
意した。事前 0事後調査を受けた29名の結果とその考察を行う。
なお、児童に配蒲した事後調査資料は、本論文のⅥ資料の項におさめてある。
1。「不十分な認識」についての事後調査課題について
(「不十分な認識」によるイメー ジの事後調査の結果とその分析〉
江戸時代の武士、町人、農民に対する「不十分な認識」によるイメ
ージ (問1)や、参
勤交代制度における「不十分な認識」によるイメージ (問2)が、授業の事前と事後でど
のように変化したかを調査した結果とその考察を示す。
問1.江戸時代の武士、町人、農民に対する「不十分な認識」によるイメージ調査
(武士のイメージ)
まず、江戸時代の武士のイメージに当てはまる語旬に○を付ける調査 (複数回答
)につ
いて、事前と事後の結果をまとめたものをTABLE 25に示す。ΠGURE 25は、その結果
をイメージの項目ごとの棒グラフに表したものである。また設間の項目を、
プラスイメー
ジ (賛沢・豪華、裕福、豊か、自由)とマイナスイメージ (辛い、苦しい、貧し
い、不自
由)に分け、その回答数の割合を表したものがFIGURE 26である。
ΠGIIRE 26より武士に対するイメー ジは、事前調査では、プラスイメー ジが93%、
マ
イナスイメー ジが7%であつたが、事後調査では、プラスイメー ジが82%、マイナスイ
メー ジは18%であつた。プフスイメー ジが大半を占めることに変わりは見られないが、
マイナスイメー ジをあげる割合が事前調査よりも増カロした。
また項目別にみてみるとKFIGURE 2め、プラスイメージのなかでは
「豊か」、「自由」の
回答数は減少し、マイナスイメージのなかでは
「辛い」の回答数が増加した。
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TABLE 26「不十分な認識Jにおける調査課題 (武士について)比較
FIGURE 25「不十分な認識」における武士のイメージ (比較)
80%  10%
ロプラスイメー ジ
(贅沢・豪華、裕福、豊か、自由)
Nマイナスイメー ジ
(辛い、苦しい、貧しい、不自由)
<考察>
「「江戸時代」つてどんな時代だつたのだろう?」 の授業において、
「武士は、年貢を取り
立てた年貢米を売つて優雅に生活していたのではなく、藩から給料をもらつて生活して
い
たことや、アルバイトをしていた武士もいたことなど、具体例を学んだことにより、武
士
の実際の生活が認識できるようになつた結果が現れていると考えられる。しかし、依然、
「武
士の支配」や「身分制度」などのイメージから武士は優雅に暮らしているというイメージは、
多く残つているものと考えられる。
(町人のイメージ)
次に江戸時代の町人のイメージに当てはまる語句に○を付ける調査 (複数回答)につい
て、事前と事後の結果をTABLE 27に示す。FIGURE 27は、その結果をイメージの項目
??
??
??
??
??
?
?
?
?
?
〆 総ザ
ダががざ ノ が
ΠGUШ】26「不十分な認識」による武士のイメージ分け (比較)
ごとの棒グラフに表したものである。また設間の項目を、プラスイメージ (贅沢・豪華、
裕福、豊か、自由)とマイナスイメージ (辛い、苦しい、貧しい、不自由)に分け、その
回答数の割合を表したものがΠGURE 28である。FIGURE 28より町人に対するイメージ
は、事前調査では、プラスイメージが75%、マイナスイメージが25%であつた。事後
調査では、プラスイメージが87%、マイナスイメージは13%であつた。プラスイメー
ジが大半を占めることに変わりは見られないが、プラスイメージをあげる割合が事前調査
よりもさらに増加した。
またΠGURE 27において項目別にみてみると、プラスイメージのなかでは「裕福」、「自
由」の回答数は増加した。一方、マイナスイメージのなかでは「貧しい」、
「不自由」の回
答数は減少し、事後調査においては「貧しい」、「不自由」の回答数は0となつた。
TABLE 27「不十分な認識」における調査課題 (町人について)比較
贅沢・豪薔 裕福 豊 か 自 由 幸 い 苦しい 會 しい 不自由 その他
“
前田奎 3 5 1 5
事後■査 1 16 1 9 2 C 0
FIGl田E27「不十分な認識」における町人のイメージ (比較)
ロプラスイメー ジ
(贅沢・豪幸、裕福、豊か、自由)
●マイナスイメー ジ
(辛い、苦しい、貧しい、不自由)
FIGURE 28「不十分な認識」による町人のイメー ジ分け (比較)
??
??
??
??
?
?
?
?
?
?
〆 争ジ がががだが
口事前観壺
国事後調査
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<考察>
「『江戸時代」つてどんな時代だつたのだろう?」 の授業において、町人や商人
は、大名行
列が宿場町などに宿泊することによりお金を稼いでいたということを理解
したことから、
貧しいという回答が0人になつたものと考えられる。教科書記述においても、町人
は、そ
れほど武士からの支配が強いという記述もなく、町人も税金を払つて
いたことにも触れら
れていないので、事前調査でもプラスイメージが大半を占めているので、事後調
査におい
てもそれほど変化はなかつたと考えられる。
(農民のイメージ)
江戸時代の農民のイメージに当てはまる語句に○を付ける調査 (複数回答
)について、
事前と事後の結果をTABLE 28に示す。FIGURE 29は、その結果をイメージの項目ごと
の棒グラフに表したものである。また設間の項目を、プラスイメージ (贅沢
b豪華、裕福、
豊か、自由)とマイナスイメージ (辛い、苦しい、貧しい、不自由)に分け、その回答数 ,
の割合を表したものがΠGURE 30である。
FIGURE 29、FIGURE 30よりわかる うに、農民に対するイメージは、授業の事前・事
後で大きく変イヒした。事前調査で|キ、農民|1対してプラスイメ
ージをあげる回答は全く見
られなかったが、事後調査では、プラスイメー ジが56%、マイナスイメー イが44%と
プラスイメージが過半数を超える結果となつた。
特に、「豊か」、「裕福」というプラスイメー ジの回答数が顕著に増加した。
マイナスイメ
ージのなかでは「苦しい」、「不自由」の回答数は著しく減少し、「貧しい」の項目も減少が
みられ、江戸時代の農民に対するイメー ジが授業により明らかに転換したことが伺える。
自由記述でも事後調査では「農民もたばこやお酒を飲んでいることに驚
いた」「休日があり、
休みは、自由に過ごしていたことを初めて知つた)」 など事前調査ではみられな
からた回答
が多く確認できた。
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自 由 JE:.ヽヨFl L´ヽ ■,1_l.ヽ 不 自由 その他贅沢・豪幸 総 福 豊 か
自前 田査
自後 ■奎 1
TABLE 28「不十分な認識」における調査課題 (農民について)比較
FIGURE 29「不十分な認識」における農民のイメージ (比較)
国プラスイメー ジ
(贅沢。豪華、裕福、豊か、自由)
ロマイナスイメー ジ
(幸い、苦しい、貧しい、不自由)
FIGURE 30「不十分な認識」による農民のイメー ジ分け (比較)
<考察>
「江戸時代」つてどんな時代だつたのだろう?」 の授業において、画一的なイメージしか
持たれていなかつた農民の実生活の一端が具体的に認識された結果と考えられる。実際に
江戸時代の農民の絵 (資料)を目にすることにより、農民の「辛い、苦しい、貧しい」とい
うイメージが一新されたと考えられる。
?。
??
??
??
??
??
?
?
?
?
?
〆シプ ががざだが
口事前調査
回事後調査
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ΠGURE 31に、事前・事後調査の各項目ごとに回答者数を、武士・町人・農民あわせて
まとめた結果を示す。
授業の事前と事後を比較すると、全体として「苦しい」、「貧しい」「不自由」といつたマイ
ナスイメージの項目の回答数が減少し、「裕福」、「豊か」といつたプラスイメージの項目の
回答数が増加した。この変イヒは農民に対するイメージの変化によるところが大きい。
「豊か」のイメージは、事前調査では武士、町人に対してあげられていたが、授業後の
調査では武士、町人の回答数は減少し農民に対するイメージとしてあげられるようになつ
た。対する「貧しい」イメージは、事前調査では町人、農民に対して持たれていたが、事
後調査では農民のイメージで減少した回答数の結果となつた。武士、町人は豊かではない
と捉えられても貧しいとはならず、農民は貧しくはなく豊かだという認識に変化している
ことが見受けられる。「自由」と「不自由」のイメージについても、同様の傾向がみられる。
「辛い」イメージの項目では、武士の回答数が増加し、町人、農民の回答数が減少する
結果となつた。
プラスイメージが大多数を占めていた武士は、事後調査ではマイナスイメージが増加し、
マイナスイメージの回答しかなかつた農民は、事後調査では多くのプラスイメージが持た
れるようになつた。「不十分な認識」により偏つたイメージを持たれていた武士や農民に対
して、それぞれ逆の視点からの認識も加えられるようになったと判断できる。
Z農民
口町人
S武士
FIGURE 31武士・町人・農民のイメージ
?。
??
?。
??
?。
??
??
?
?
?
?
?
?
??
??
??
??
?。
??
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
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問2.参勤交代制度における「不十分な認識」によるイメージ調査
参勤交代において誰が得をしたのか該当するものに○を付ける調査 (複数回答)につい
て、事前と事後の結果をまとめたものをTABLE 29に示す。その結果を項目ごとの棒グラ
フに表したものがFIGURE 32である。
TABLE 19およびFIGURE 32より、事前調査では参勤交代で得をしたのは「江戸幕府」
ついで「大名」、「武士」があげられ、ごく少数が「町人」、農民は得をしていないという
「不
十分な認識」がなされていたことが確認できる。授業の事後調査では、その回答は
「農民」、
「町人」が上位にあげられた。「江戸幕府」や「大名」、「武士」の回答数は減少し、また
「分
からない」という回答も事後調査ではなくなつた。授業前では、参勤交代の制度的な
「得」
のみが認識され、「江戸幕府」の回答が多かつたものと考えられるが、事後調査においては、
参勤交代に関する具体的な理解が進み、実際の物流などの観点が追加され金銭的に農民や
町人が「得」をしたとの認識できる児童が増加し、「不十分な認識」が修正されたものと考
えられる。
FIGURE 32 参勤交代制度の利得課題
TABLE 29参勤交代制度の利得課題
20
18
16
■4
12
回事前調査
回事後調査
江戸幕府  大名 町 人 農民  分からない
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○問3は、江戸時代の社会の構造について、江戸時代の武士、町人、農民の生活や暮らし
の理解や象徴事例や命題、さらに命題間の構造的理解が授業後にどのように変化したの
か調査するための課題である。
※問題それぞれ、5段階で (そうである  多分そうだ ～ そうではない)の当
てはまる自分の考えに○を付ける問題である。
以下に、事前調査と事後調査の結果と考察を示す。また、参考までに行つた McNemar検
定の結果も各調査に示す。
事前課題 1「江戸時代の武士は、農民から取り立てた年貢米を売つたりして生活してい
た。」と、事後課題 1「給料の少ない下級武士は、生活のためにいろいろな仕事をして生活
していた。」を分析する。結果をTABLE 30とFIGURE33に示す。研究授業において、武
士は、農民から年貢米を徴収してそれを売り生活をしているのではなく、大半の武士は、
給料制であつたことを説明した。そのことを理解できていれば、
「事後課題 1」に正答を選
択できると考える。ΠGlШE33より、事前の正答数は、10人(34%)であつた。事後
の正答数は、23人(79%)であつた。
また、McNemar検定を行つたところ、事前の正答者の割合に比べ、事後の正答者の割合が
有意に増加していた(χ2=11.9,p<.01)。
この結果から授業で教授した武士の日常の生活や、暮らしが理解できたと思われる。
TABLE 30(武士の生活についての理解の調査課題〉
1.(武士の生活についての理解の調査課題〉
1_ 江 =時代の武士は、農民から取 り立てた年貢米を売つた りし【生摘 し
していた 多分していた わからない 多分 していなし していなし
事 前 4人 12人 3人 9人 1人
事 後 13人 10人 4人 1人 1人
事後課題 1.給料の少ない下級武士は、生活のためにいろいろな仕事をして生活 していた。
1事前課題
事前
□鷲ていない、努れていない
颯¬言そぶL、多分していた、わからない
事後課題
□鷲てぃた、努れてぃ。
0%
FIGURE
島[%財氏言ぞ♂ゝし、多分していない、わからない
事後
33 (武士の生活についての理解の調査課題)正答 。正答以外比較
事前課題2は、武士の支配の中で農民の立場をどれだけ理解できているかの調査であ
り、
授業後に事後課題2の回答がどのように変化したかを比較することにより、武
士と農民の
関係や立場を問う課題である。
FIGURE 34より、事前の正答数は、1人(3%)であつた。事後の正答数は、13人(4
5%)であつた。事前に比べると正答数は増加したものの45%と正答率は十分とは言え
なかつた。農民は「強制的に働かされていた」という間違った理解が改善されたと
しても、
逆らつたり反抗したりすることまではできなかつたと考えていると思われる。
また、McNemar検定を行つたところ、事前の正答者の割合に比
べ、事後の正答者の割合が
有意に増加していた(χ2=9。6,p<,01)。
TABLE 31(武士と農民の関係の理解調査課題〉
2.(武士と農民の関係の理解調査課題〉
事前課題2.江戸時代の農民は、武士の厳 しい支配の中亀 毎 日、田畑などで働かされていた
そうだ 多分そうだ わからない 多分そ うでない そうでない
事 前 22人 6人 0人 1人 0人
事 後 7人 6人 3人 8人 5人
かれていることに、逆 らつた り、断 した りできな
事前課題、事後課題
□鷺うでない、鋤そうでない
に
1算数多分そうだ、わからない
0%
FIGURE 34(武士と農民の関係の理解調査課題〉
1000/0
正答・正答以外比較
4人(14%)であつた。事後課題3の正答FIGURE 35より、事前課題 3の正答数は、
数は、22人(76%)であつた。研究授業において、具体的に「農民の田畑の仕事の絵と
休日の絵」を示したことにより、事後課題3において正答率が大幅に上がつたと考えられる。
しかし、正答以外を回答した児童が7人(24%)レる｀ことから、授業の中でもう少し授
業者が、農民の休日に触れる言葉がけが必要だつたのではないかと考える。
また、McNemar
検定を行ったところ、事前の正答者の割合に比
べ、事後の正答者の割合が有意に増加して
ぃた (χ2=13.1,p<.01)。
53
あつた たぶんあつた わからない たぶんなかつた なかつた
事 前 1人 3人 1人 4人 20人
事 後 14人 8人 1人 4人 2人
TABLE 32(農民の日常生活についての理解度調査課題 (農民の休日))
3.(農民の日常生活についての理解度調査課題 (農民の休日))
事前課題3.江戸時代の農民は、休日や長期の休みなどがあつた
事後課題3.江戸時代の農民は、休日や長期の休みなどがあつた。
事前
事後 |
事前課題、事後課題
□ 正答
(あった、多分あつた)
雨張ほ禁なた、多分なかつた、わからない
?ー
? 8協     1螺
FIGURE 35(農民の日常生活についての理解度調査課題 (農民の休日)〉 正答・正答以外比較
4の課題は、命題 1「江戸時代の農民は、武士による厳しい支配の中でも、生活を工夫し
て豊かに暮らしていた。」の象徴事例1-(b)の理解を調べる課題である。FIGURE36よ
り、事前課題4の正答数は1人(3%)であつた。これは、「慶安の御触書」の内容にもあ
る禁止事項であるが、児童は、農民は、身分市1度ができた当初に禁止されたものと考え
て
いるため、この回答結果につながつたものだと考える。しかし、実際
「慶安のお触書」は
農民の生活するための指南書のようなものだつたことや、また、武士の年貢米
の徴収量が
下がらないために出したものであることを、授業の中で述
べ、事後課題3と同じように「農
民の田畑の仕事の絵と休日の絵」を再度示した。その結果、事後課題4の象徴事例1-(b)
(農民の日常生活についての理解度調査課題 (農民の娯楽))では、正答数が24人(8
3%)となり、事後課題4の象徴事例1-(b)の理解度が大幅に上がつたと考えられる。
また、また、McNemar検定を行つたところ、事前の正答者の割合に比
べ、事後の正答者の割
合が有意に増加していた(χ2=21,0,p<.01)。
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していた 多分していた わからな 多分していない していない
事 前 0人 1人 0人 9人 19人
事 後 20人 4人 0人 3人 2人
TABLE 33象徴事例1-(b)(農民の日常生活についての理解度調査課題 (農民の娯楽))
4.象徴事例1-(b)(農民の日常生活についての理解度調査課題 (農民の娯楽)〉
お酒やお茶を飲んでいた
事後課題4「江戸時代の農民は、たばこを吸つたり、お酒やお茶を飲んでいた。
事前課題、事後課題
日 正答
(していた、多分していた)
雨干憲ぞ沢:し、多分していれヽわからない
096      2096
FIGlЛE36象徴事例1-(b)
4096   6096   8096   100%
(農民の日常生活についての理解度調査課題 (農民の娯楽)〉 正答
。正答以外比較
TABLE 34より、事前課題5で「していた」「多分していた」と答えた児童は、14人(4
8%)であつた。約半数の児童は、現金収入があつたと考えている。事後課題5より、農
民は現金収入があり、その中で、「お金持ちになる農民もいた」と回答する児童は、
19人
(66%)いた。同じように ΠGURE 37より、事前課題5で約半数の児童は正答を出し
ている。しかし、他の半数の児童は、現金収入がないと考え、これが、
「農民は貧しい生活
をしている」という考えに繋がると考えられる。事後課題5で、授業内で、「農民は現金収
入があつた」と教授したものの、児童は、「「お金持ちになるほどではない」と考えたた
め正
答数が19人(66%)にとどまつたと考えられる。
TABLE34象徴事例1-(a)(農民の日常生活についての理解度調査課題 (農民の現金収入)〉
5,象徴事例1-(a)(農民の日常生活についての理解度調査課題 (農民の現金収入)〉
作つた野菜やお米を売2てお金を稼いでいた
いろいろな商売を始めお金持ちになる農民もいた。
5,(農 民は
していた 多分していた わからない 多分していない していない
事 前 7人 7人 2人 9人 4人
事 後 11人 8人 5人 3人 2人
事後課題5.江戸時代の農民の中には、
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事前課題、事後課題
□鷲てぃた、鋤してぃ。
M¬
tぞ♂bし、多分し‐｀ない、わからな闘
0%
FI創田口37象徴事例1-(a)〈農民の日常生活についての理解度調査課題 (農民の現金収入)〉 正答・正答以外比較
FIGURE 38より事前課題7の正答数は20人(69%)であつた。ほとんどの児童は、町
人は商人や農民から商品を仕入れていると考えている。事後課題6の正答率は、7人(2
4%)であつた。この課題は、町人がどこから商品を手に入れているかの調査をするとと
もに、町人と農民は、野菜や特産品の売買だけの関係ではなく、いろいろな関わり合
いの
中で生活していたことなど、江戸時代の社会の構図や人とのつながり理解させるた
めの課
題であつたが、授業内でも詳しく説明をしていないことから、事後課題6は、理解されな
かったと思われる。
TABLE 35(町人と農民の関係の理解度調査課題)
6.(町人と農民の関係の理解度調査課題〉
前 議 圏 7 汀 百 癬 代 の 町 人 は や農民から商品 貞 つ
いたと思 う 多分いたと思う わからない 多分いないと思う いないと思う
事 前 11人 9人 4人 4人 1人
事 後 4人 3人 5人 11人 6人
事後課題6.宿場町がいそがしいときは近くの農民が手伝しヽこ行つた
事前課題、事後課題
□聡たと思う、分いたと思〕
圏鷺な練と思う、多分いないと思う、わからない
2賜    40%
FIGU駆38〈町人と農民の関係の理解度調査課題〉正答・正答以外比較
TABLE36より、「していた」と回答した児童は3人、「多分していた」と回答した児童は6人
だつた。「わからない」と回答した児童は、6人だつた。「多分していない」と回答した児
童
は7人、「していない」と回答した児童は7人だつた。(農民の暮らし)課題については、
回答に偏りがない。これは、「農民の暮らし」の単元で、ある児童は年貢を収
めることや身
分制度、慶安の御触書の内容が印象に残り、ある児童は、新田開発、特産
品の生産という
項目が印象に残つていることが回答にばらつきがでたのではないかと考える。
FIGUR 39より、事前課題6の正答数は9人(31%)であつた。事後課題7の正答数
は25人(86%)であつた。正答率が大幅に上がつた。また、McNemar検定を行ったとこ
ろ、事前の正答者の割合に比べ、事後の正答者の割合が有意に増加して
いた(χ2=14.0,p
<.01)。
TABLE36命題1の理解 〈農民の日常生活についての理解度調査課題 (農民の暮らし)〉
7.命題1の理解 (農民の日常生活についての理解度調査課題 (農民の暮らし))
占 絆 錮 贖 a 抒 言 薩 ル
^自
暉 l■ 譜 +に 上 る 前 し い 支 配 の 中 で も 、 生 活 を 工 夫 し て 豊 か に 暮 ら し て い た
1′ていた 劣今していた わからない 多分していない していない
事 前 3人 6人 6人 7人
7人
事 後 20人 5人 1人
3人 0人
麦配の中でも、生活を工夫して豊かに暮らしていた。事後課題7.江戸時代の農民は、1
事前
事後
20°/
FIGuLE39命題1の理解
事前課題、事後課題
□哺てぃた、鈴してぃ。
)圏¬言ぞ沢bし、多分していない、わからな的
40%      60・/      80%     100%
(農民の日常生活についての理解度調査課題 (農民の暮らし)〉正答
・正答以外比較
10人(34%)であつた。この結果より、FIGURE 40より、事前課題8の正答数は、
武士の支酉己がとても強いと考える児童が多いことがわかる。事後課題8の正答数は、
16
人 (55%)であつた。この2つの課題は、武士と町人の関係を提える課題として回答し
てもらつた。武士の支配が強くても、武士はサービスを受けるときにはお金を払
わなくて
はいけないし、町人の中には、大儲けをして、武士や大名よりもお金持ちにな
るものもい
たことを理解できたかを問う課題であつた。しかし、武士でもサービスを受けると
お金を
払わなければならなかつたことを理解できたとしても、
「大名よりも力を付けるものもい
57
た」という内容までは、理解できなかつたと考える。しかし教科書にも、
「大名よりも力を
付けるものもいた」という記述はあるにもかかわらず正答率はあがらなか
つた。
TABLE37(武士と町人の関係の理解調査課題〉
8.(武士と町人の関係の理解調査課題〉
宿泊したりするのに、
商品を売り、お金を儲け、大名よりも力をつける商人がいた。事後課題8.商人や町人は、大名や武士
事前
事後
事前課題
□正多ぃない、郵れていない
にモ言ギヨL、多分していた、わからない
事後課題
□電てぃた、郷れてぃ。
o%      20%     40%     60%     80%
FIGURE 40(武士と町人の関係の理解調査課題〉正答・正答以外比較
FIGURE 41より、事後課題9の正答数は21人(72%)であつた。この課題は、命題
1(事前課題6)「江戸時代の農民は、武士による厳しい支配の中でも、生活を工夫して豊かに
暮らしていた。」と命題2(事前課題9)「徳川家光が制定した参勤交代制度の大名行列が江戸
時代の日本経済を発展させた。」の構造が理解できたかを問う課題として設定した。
72%
の児童は、構造が理解できたと考えられる。
TABLE 38(命題 1
事後課題9.江戸時代の農民は、
0 1) , に つ ての理解度
そうだ 多分そうだ わからな 多分そうでない そうでない
15人 6人 3人 3人 2人
参動交代制度の大名行列のおかげで豊かな生活ができたと思う
と命題2の構造化についての理解度調査課題〉
参勤交代制度の大名行列のおかげで豊かな生活ができたと思う
事
そうだ 多分そうだ わからな 多分そうでなし そうでない
事 前 5人 7人 7人 7人 3人
事 後 8人 8人 9人 4人
0人
事後課題9.江戸時代の農民は、
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回答 (29人)
□正答21人
国正答以外8人
100%
FIGURE 41(命題 1と命題2の構造化についての理解度調査課題〉正答 。正答以外比較
FIGURE 42より、事後課題8の正答数は、26人(90%)であつた。大多数の児童は、
理解できたと考える。もちろん参勤交代制度が施行される前にも街道はあったが、特に五
街道においては、江戸幕府が整備を命じている。授業内で、大名行列が通るので整備され
たことを教授したことが、事後課題10の(象徴事例2-(a)の理解度調査課題)の正答
率が高くなつた理由の一つにも挙げられると考えられる。
TABLE 39〈象徴事例2-(a)の理解度調査課題)
10.(象徴事例2-(a)の理解度調査課題〉
|||夕平が制帝 1ンた参勤交代制度によ り、)大名行夕1が五街道 を整備 させた
そうだ 多分そ うだ わからな 多分そうでない そうでない
20人 6人 2ノ｀ 0りk 1ノゝ
事後課題10.参勤交代制度により五街道や各地の街道が整備され 日本の物資の流通が便利になつた。
回答 (29人)
日正答21人
国正答以外8人
0%  20% 40% 60% 80% 100%
FIGUⅢM2(象徴事例2-(a)の理解度調査課題)正答・正答以外比較
FIGURE 43よりゝ 事前課題9の正答数は5人(17%)であつた。事後課題11の正答
数は、25人(86%)であつた。正答率が、大幅にあがつた。これは、事後課題10の
(象徴事例2-(a)の理解度調査課題〉「大名行列が五街道を整備させた。」の象徴事例が児
童に受け入れたれたため、事前課題9の「徳り|1家光が制定した参勤交代市1度の大名行列が江戸
時代の日本経済を発展させた。」という命題2の理解に及んだものと考えられる。また、
400/o 600/o 80%?
―
―
‐
?
?
?
?
?0%
McNemar検定を行つたところ、事前の正答者の割合に比べ、事後の正答者の割合が有意に増
カロしていた(χ2=18.0,p<.01)。
TABLE 40(命題2の理解)(参勤交代制度についての理解度調査課題〉
11.(命題2の理解)(参勤交代制度についての理解度調査課題〉
本経済を発展させた車 前 謹 顧 9 徳 l 蒙光が制定した参勤交代制度の大名行列が江戸時代の旦
発展させた 多分発展させた わからない 多分発展させていない 発展させていない
事 前 0人 5人 17人 3人 4人
事 後 18人 7人 3人 1人 0人
事後課題11.徳川家光が制定した参勤交代制度の大名行列が江戸時代の日本経済を発展させた。
事前
事前課題、事後課題
□ 正答
(していた、多分していた)
)圏1言ぞ潔Lし、多分していない、わからない
o%      20%     40%     60%     80%     100%
FIGURE 43(命題2の理解)(参勤交代制度についての理解度調査課題〉正答・正答以外比較
まとめ
1。 (武士の生活についての理解の調査課題)について、児童は、概ね武士の生活が理解
できたものと考えられる。
2.(武士と農民の関係の理解調査課題)について、事前課題 1より、農民は武士に強制
的に働かされていたという理解が大多数であつた。事前課題2で「農民は武士に逆らつた
り反抗したりした」という課題で「逆らう。反抗」という表現が、児童は「そこまではで
きなかつたのではないか」と考え、正答率が約半数にとどまつたと考えられる。事後課
題2の内容を吟味する必要がある。
3。 (農民の日常生活についての理解度調査課題 (農民の休日))について、事前課題3
の正答率は14%であつた。事後課題3の正答率は76%あつた。 76%の児童は「江戸
時代の農民に休日はあつた」と理解できた。
4.象徴事例1-(b)(農民の日常生活についての理解度調査課題 (農民の娯楽)〉 につ
いて、事前課題4の正答率は3%であつた。事後課題4の正答率は83%あつた。具体
的な資料を見せることにより、「慶安の御触書」に対する「不十分な認識」が修正された
と考えられる。
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5,象徴事例1-(a)(農民の日常生活についての理解度調査課題 (農民の現金収入))
について、授業内で、「農民は現金収入があつた」と教授したものの、児童は、
「お金持ち
になるほどではない」と考えたため正答率が66%にとどまつたと考えられる。
6.(町人と農民の関係の理解度調査課題)について、事前・事後課題は、農民と町人の
関係性を理解したかを調査する課題であつたが、事前課題と事後課題の内容がかけ離れ
すぎて児童には理解されなかつたと考える。また、授業内でも説明が不十分であつた。
7。 命題 1の理解 (農民の日常生活について?理解度調査課題 (農民の暮らし)〉
事前課題6の正答率は31%であつた。事後課題7の正答率は86%であつた。正答率
が大幅に上がつた。象徴事例1-(b)(農民の日常生活についての理解度調査課題 (農
民の娯楽))を理解した結果、命題1の理解が促進され(農民は「貧しく苦しい生活を
していた」という「不十分な認識」が修正されたと考える。
8.(武士と町人の関係の理解調査課題)より、事前課題8の正答率は、34%であつた。
事後課題8の正答率は、55%であつた。事後課題8の正答率が約半数にとどまつたの
は、事後課題8の内容が、事前課題8の内容から、発展しすぎた内容になつたからだと
思われる。事後課題8の内容に問題があつた。
9。 (命題 1と命題2の構造化についての理解度調査課題)より、事後課題9の正答率は
72%であつた。この課題は、命題1(事前鵬
“
)「江戸時代の農民は、武士による厳しい
支配の中でも、生活を工夫して豊かに暮らしていた。」と命題2(事前課題9)「徳川家光が
制定した参勤交代制度の大名行列が江戸時代の日本経済を発展させた。」の構造が理解で
きたかを問う課題として設定した。72%の児童は、構造が理解できていると考えられ
る。
lo。 (象徴事例2-(Dの理解度調査課題)より、「授業内で、大名行列が通るので整
備されたことを教授したことが、事後課題10の(象徴事例2-(Dの理解度調査課題)
の正答率が高くなつた理由の一つにも挙げられると考えられる。
11。 (命題2の理解)(参勤交代制度についての理解度調査課題〉より、正答率が大幅
に上がつた理由について、事後課題10の(象徴事例2-(Dの理解度調査課題)を受
け入れたためだと考えられる。
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4。 (歴史学習意欲についての事前・事後調査の結果と考察 (問4)〉
その結果と考察を以下に示す。また、各課題に対して
「思う」に1点～ 「思わない」に5点
のように各評定ごとに点数を与え得点化し事前回答と事後回答を比較し、平均値
の伸びを
調べた。
1.「歴史を勉強することが好きだ。」への回答について
FIGURE 44 より、事前調査では「好きだ」「まあ好きだ」が8人、「どちらでもない」
が6人、「あまり好きでない」「好きでない」が15人となつた。事後調査では、「好きだ」
「まあ好きだ」が15人、「どちらでもない」が12人、「あまり好きでない」「好きでな
い」が2人となつた。「好きだ」「まあ好きだ」と回答した児童は8人から約半数の15
人に増加した。特に結果に違いがはつきりでたのが、
「あまり好きでない」「好きでない」
の回答である。事前調査では、約半数の児童が「あまり好きでない」
「好きでない」と回
答したが、事後調査では、2人に減少した。これは、研究授業において象徴事例を用い
ることにより「江戸時代の社会の構造」を具体的に理解できたことで、2つの命題の理解
自由記述においても、「江戸時代の人々の生活を促進した結果ではないかと考えられる。
の様子がわかつた」「農民は貧しく苦しい生活ばかりしていたのではないことを意外に思
った」「いろいろ新しいことがわかつて楽しかった」などの記述が見られた。
事前回答の平均値は3.14(SD=1.27)事後回答の平均値は2.31(SD=0.9うと有意な伸び
が認められた (t=4.04,出卜28 pく,01)。
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□事前回答数 (人)
団事後回答数 (人)
FIGURE 44歴史学習についての好き嫌い調査結果
TABLE 41歴史学習についての好き嫌い調査結果
事前回答数(人)
事後回答数(人)
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2.「学校で習つた歴史の背景を自分で調べようと思う。」の回答について。
FIGURE 45より事前調査では「思う」「まあ思う」が9人、「どちらでもない」が6人、
「思わない」「あまり思わない」力｀14人となつた。事後調査では、「思う」
「まあ思う」
が11人、「どちらでもない」が10人、「あまり思わない」「思わない」力｀14人となつ
た。「あまり思わない」「思わない」が、14人から8人に減少した。象徴事例を紹介し
たことで、授業では知らなかつたことを象徴事例として紹介することにより、少
しぐら
ぃは調べてみようかという気持ちが芽生えたのではないか。しかし、
「思う」が6人から
2人へと減少している。この理由としては、象徴事例のように、詳細に調
べるにはどう
したらいいか分からない(調べ学習の難しさ)と考えたのでないかと思う。
事前回答の平均値は3.21(SD=1.47)事後回答の平均値は2.93(SD=1.10と有意な伸
び
は群蘇忍さオしなかつた (伊=1.49,d「-28,n。3)。
TABLE 42歴史の背景調べ調査結果
12
10
8
6
4
2
0
回事前回答数 (人)
N事後回答数 (人)
FIGURE 45歴史の背景調べ調査結果
3.「テストがなければ歴史は学びたくないと思う。」の回答について。
「まあ思う」が10人、「どちらでもない」がFIGURE 46より、事前調査では、「思う」
7人、「思わない」「あまり思わない」が12人であつた。事後調査では、「思う」「まあ
思う」が6人、「どちらでもない」が9人、「思わない」「あまり思わない」が14人であ
った。事後回答を見ても顕著な変化はみられなかつた。
事前回答数(人)
事後回答数(人)
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事前回答の平均値は3.24(SD=1.30事後回答の平均値は3.52(SD=1.2のと有意な伸びは
確認されなかつた (t=1.54,置=28,n,s)。
TABLE 43歴史とテストの有無についての調査結果
□事前回答数 (人)
回事後回答数 (人)
托
|
1
FIGURE 46歴史とテストの有無についての調査結果
4.「なぜ、事件が起こつたのかもつと詳しく知りたいと思う」の回答について。
FIGURE 47より、事前調査では「思う」「まあ思う」が9人、「どちらでもない」が5人、
「思わない」「あまり思わない」が15人であつた。約半分の児童が、「なぜ、事件が起
こったのかもつと詳しく知りたいと思わない」という結果になつた。事後調査では
「思う」
「まあ思う」が12人、「どちらでもない」が5人、「思わない」「あまり思わない」が1
2人となつた。研究授業後においても、顕著な変化はみられなかつた。
事前回答の平均値は3.21(SD=1.37)事後回答の平均値は3.07(SD=1.30と有意な伸び
は確認されなかつた (t―.63,置=28,n,s)。
TABLE 44歴史的事象に対する興味調査
回答番号 1 2 3 4 5
事前回答数(人) 5 4 5 10 5
事後回答数(人) 4 8 5 6 6
10
事前回答数(人)
事後回答数(人)
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12
10
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4
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0
□事前回答数 (人)
s事後回答数 (人)
FIGURE 47歴史的事象に対する興味調査
5。 歴史上の人物の生涯 (生まれてから死ぬまで)を知るために伝記 (本)などを読も
うと思う。
FIGURE 48より「思う」「まあ思う」が8人、「どちらでもない」が2人、「思わない」
「あまり思わない」が19人であつた。「思わない」「あまり思わない」が19人という
結果になつたのは、読書があまり好きでない児童も含まれるのではないかと考
える。事
後回答においても顕著な変化は見られなかつた。
事前回答の平均値は3.55(SD=1.57)事後回答の平均値は3.21(SD=1.42と有意な伸
び
は確認されなかつた (←1.78,d「-28,■.s)。
ワBⅢ 45歴史に関する本への興味課題
事前回答数(人)
事後回答数(人)
12
10
8
6
4
2
0
回事前回答数 (人)
s事後回答数 (人)
FIGIIRE 48歴史に関する本への興味課題
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6.事件がその後の歴史にどういう影響を与えたのか知りたいと思う。
FIGURE 49「思う」「まあ思う」が7人、「どちらでもない」が6人、
「思わない」「あま
り思わない」が16人であつた。約半数の児童が「事件がその後の歴史にどういう影響を
与えたのか知りたいと思わない」という結果になつた。授業後の事後回答にお
いても顕著
な変化は見られなかつた。
事前回答の平均値は3.52(SD=1.35)事後回答の平均値は3.14(SD=1.50と有意な伸
び
は確認されなかつた (卜1.58,ご裁8,n.3)。
回事前回答数 (人)
国事後回答数 (人)
123仕 υ
FIGURE 49歴史的事象後の影響に対する興味課題
7.事件や制度は、その後の歴史に影響を与えていると思う。
FIGURE 50「思う」「まあ思う」が21人、「どちらでもない」が4人、「思わない」「あ
まり思わない」力｀4人であつた。問6の結果から、約半数の児童が「事件がその後の歴史
にどういう影響を与えたのか知りたいと思わない」と考えているが、三分の二
の児童は
「事件や制度は、その後の歴史に影響を与えていると思う。」と回答している。し
かし授
業後でも回答にあまり変化は見られなかつた。
事前回答の平均値は2.14(SD=0,99)事後回答の平均値は2,17(SD=1.20と有意な伸び
10
TABLE 46歴史的事象後の影響に対する興味課題
事前回答数(人)
事後回答数(人)
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は確認されなかつた (卜1.40,置=28,■。3)。
TABLE 47 歴史的事象後の影響に対する思考課題
8.歴史は、理解すると言うより、そのまま暗記する科目だと思う。
TABLE 47から事前課題で「思う」「まあ思う」が15人、「どちらでもない」が3人、
「思わない」「あまり思わない」が11人であつた。約半分の児童が歴史学習は、暗記科
日だと考えている。事後課題では「思う」「まあ思う」が11人、「どちらでもない」が
6人「思わない」「あまり思わない」が12人となつた。
FIttЛE 51より「思う」「まあ思う」が減少したものの、顕著な変化は、見られなかつ
た。
事前回答の平均値は2.89(SD=1.57)事後回答の平均値は3.1lKSD=1.5Dと有意な伸び
は確認されなかつた (卜.90,醍=28,n。3)
事前回答数(人)
事後回答数(人)
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回事前回答数 (人)
国事後回答数 (人)
FIGURE 50歴史的事象後の影響に対する思考課題
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回答番号 1 2 3 4
5
事前回答数(人) 7 8 3
4 7
事後回答数(人) 6 5 6
4 8
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
TABLE 48歴史科目における学習についての課題
回事前回答数 (人)
回事後回答数 (人)
12345
FIGURE 51歴史科目における学習についての課題
9.歴史の出来事どうしのつながりを理解することが大切だと思う。
TABLE 48より事前回答で「思う」「まあ思う」が21人、「どちらでもない」が4人、
「思わない」「あまり思わない」が5人であつた。事後回答では
「思う」「まあ思う」が
25人、「どちらでもない」が4人、「思わない」「あまり思わない」が0人であつた。歴
史的事象のつながりが大切であると考えている児童が多いにもか
かわらず、間8ではそ
のまま暗記する科日だと考える児童が半数いることが矛盾している
のではないか。これ
は、児童は「歴史学習は、つながりを理解することが大切だ」と思
つているにもかかわら
ず、テストなどで空欄を埋める問いが多いことが、児童に歴史学習
は暗記科日だと考え
る児童が多いのではないかと思われる。FIGURE 52より事後回答の
「あまり思わない」
「思わない」が0人に減少した。この結果は、歴史学習をする上でとても大き
な変化で
あると考える。
事前回答の平均値は2.21
びに有意な傾向が見られた。
(SD=1.32)事後回答の平均値は 1.72(SD=0.70と平均値の伸
(t=1.76,酢28,pく,10)。
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事前回答数(人)
事後回答数(人)
TABLE 49歴史的事象のつながりの理解に対すo課題
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s事後回答数 (人)
FIG■TRE 52歴史的事象のつながりの理解に対する課題
lo。歴史を勉強するのは、おもしろい。
TABLE 50より事前回答で「思う」「まあ思う」が9人、「どちらでもない」が5人、
「思
わない」「あまり思わない」が15人であつた。約半数の児童が「歴史を勉強するのは、
おもしろくない。」と回答している。事後回答において「思う」
「まあ思う」が15人、「ど
ちらでもない」が8人、「思わない」「あまり思わない」が6人であつた。約半数の児童
が「歴史を勉強するのは、おもしろい。」と回答している。FIGURE 53より「思わない」
を回答した児童は、事前回答の9人から事後回答の2人に大きく減少している。また
「思
う」「まあ思う」が事前回答の9人から事後回答の15人と増加した。研究授業で象徴事
例から命題を理解し、江戸時代の社会の構図を理解することによつて、今まで、単元
で
区切られた内容をだけを理解し、つながりを理解できていない学習をして
いるより、面
白いと感じたのではないかと考える。
事前回答の平均値は3.41(SD=1.40)事後回答の平均値は2.55(SD=1。10と有意な伸び
が認められた (絆4.69,醍=28,pく.01)。
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事前回答数(人)
事後回答数(人)
TABLE 50歴史学習についての興味課題
□事前回答数 (人)
s事後回答数 (人)
FIGlЛIE 53歴史学習についての興味課題
以上の結果となつた。
(考察)
上記の結果から、事前回答と事後回答を比較し、有意な伸びが確認されたのは、問
1と
問10であつた。有意な傾向が見られたのは、間9であつた。
問1に有意な伸びが確認されたのは、象徴事例の提示が大きく影響したのではな
いかと
考える。これは、研究授業において象徴事例を用いることにより
「江戸時代の社会の構造」
を具体的に理解できたことで、2つの命題のつながりが理解できた結果ではないかと考え
られる。自由記述においても、「江戸時代の人々の生活の様子がわかつた」
「農民は貧しく
苦しい生活ばかりしていたのではないことを意外に思つた」
「いろいろ新しいことがわかつ
て楽しかつた」などの記述が見られた。歴史学習において象徴事例を用いること
の有効性
は、麻柄 0進藤(200のが「①象徴事例は、学習内容に対するおもしろさや意外感を引き
起こ
す。」ということを明らかにしている。本研究においても象徴事例を用いることに
より、お
もしろさや意外感を引き起こしたことにより、問1の結果に有意な伸びが確認されたと考
える。
問2においては有意な伸びは確認されなかつた。これは、現在の社会科学習の日標の
一
つに、「資料の収集・活用」となつていることから、児童に興味・関心を持たせるた
めには、
図書館やコンピュータを活用し、児童自ら調べ、調査し、それらをまとめる表現する
こと
が必要であるとされている。そのため、小学校6学年の授業案には、
「調べ学習」「○○新
聞作り」などの活動中心授業が多く取り入れられている。しかし、
「調べ学習」についてう
んざりしている児童も少なくない。「また、調べ学習?」
「もう調べることがない。」な
どの発言を耳にする。そのため、間2の結果に有意な伸びが確認されなかつた原因
の一つ
ではないかと考える。
問3においては有意な伸びは確認されなかつた。テストがあるなしに関わらず、
歴史の
学習は、大切であると認識しているものと考えられる。
問4、 間5においても有意な伸びは確認されなかうた。象徴事例を用いた授業
を受けた
｀
ことにより、歴史学習が好き、面白いと感じても、自ら調
べたり、本を読んだりして、知
識を深めようとは思わないことがわかつた。
問6、 間7において有意な伸びは確認されなかつた。問7において、歴史的事象
がその
後に影響を与えていると考えているものの、それを知りたいと思わな
いという結果になつ
た。
問8において有意な伸びは確認されなかつた。「歴史は暗記科目」であると考えて
いる児
童の変化はほとんど見られなかつた。
問9において有意な傾向にあることが確認された。しかし、間8で
「歴史は、暗記科日
である」と考えている児童も歴史的事象のつながりを理解することが大切であ
ると考えて
いることがわかる。事後回答の「あまり思わない」「思わない」が0人に減少したことは、
大きな成果だと言える。
問10において有意な伸びが確認された。研究授業で象徴事例から命題を理解し、江戸
時代の社会の構図を理解することによつて、今まで、単元で区切られた内容
をだけを理解
し、づながりを理解できていない学習をしているより、面白いと感したのではな
いかと考
える。1つの命題を理解するだけでなく、2つの命題を理解しそのつながりを理解す
る|
とで、より学習に面白さを感じたと考えられる。
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Ⅳ.遅延調査
■.ねらい :研究授業を行つてから一週間後に遅延調査を行つた。授業で教授した象
徴事例と命題について、5段階の解答に○を付けてもらつた。
これは、進藤 (2002)が「授業後に正しい知識を用いることができても、し
ばらく時間が経つと元の誤つた知識が発動されることがある。この原因とし
ては、誤つた知識が学習者の過去の経験に基づいて形成されていること、ま
た、他の判断と互いに連携しあつている事によつて、学習者にとつて確証度
が高いものになつていることが指摘できる。」を受け、授業後も正しい認識を
持てているかを調査する。
2.方法  ①調査対象 平成25年度卒W県公立小学校6年生29名
②期日  2013年10月18日
③調査方法 :研究授業を終えた小学校6年生に、授業内で教授した象徴事例
と命題、事後課題9について、一週間ご遅延調査として調査し
た。回答は、(思う～思わない)の五段階で自分が思うところに
○をつける形式であつた。
課題は、授業内で教授した象徴事例1-(め、1-(b)、命
題 1、 象徴事例2-(a)、2-(b)、2-(c)、命題2及び命
題間の構造課題の8題で構成されている。
なお、児童に配布した遅延調査課題は、末尾のⅥ.資料に添付されている。
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3.結果と考察
FIGURE 54より正答を選んだ児童は27名いた。象徴事例1-(a)は、児童の認
識に定着していた。ΠGURE 33より、事前課題らで約半数の児童は現金収入がな
いと
考え、これが、「農民は貧しい生活をしている」という認識に繋が
つていたと考えられ
るが、研究授業により児童の認識が修正され、
「正しい認識」が定着している。
1.江戸時代の農民は、武士による厳しい支配の中でも、農産物や特
産品などを売りお金を稼いでいた
TABLE 51 象徴事例1-(a)の
口正答
、正答以外
FЮ■TRE 54 象徴事例1-(alの正答・正答以外の比較
FIGURE 55より正答を選んだ児童は24名いた。正答以外を選択した児童は5
人いた。象徴事例1-(b)は、児童の認識に定着していた。しかし、FIGURE 36
より、正答以外を回答した児童が5人いた。研究授業において、農民がたば
こを
吸つたりお酒を飲んだりしている図を示したにもかかわらず、正答以外
を回答し
た5人が今回の遅延調査でも正答以外を選択した。これは、研究授業で図が示さ
れているにもかかわらず、「農民はたげこを吸つたり、お酒を飲んだりは
できない」
という認識が強く、研究授業の図に対して「無視」をしたため、認識
の修正が行
われず、遅延調査でも同じ結果となつたと考えられる。
20'6   40'6   60%   80%   100%
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TABLE 52象
2.江戸時代の農民は、武士による厳しい支配の中でも、たばこやお茶、お酒
を飲んでいた
FЮURE 55 象徴事例1-(a)の正答・正答以外の比較
FIGU皿56より正答を選んだ児童は26名いた。正答以外を選択した児童は3人いた。
大多数の児童は命題1の内容を理解できている。
3.江戸時代の農民は、武士による厳しい支配の中でも、生活を工夫して豊
かに暮らしていた
日正答
、正答以外
ΠGURE 56 命題1の正答・正答以外の比較
FIGURE 57より正答を選んだ児童は25名いた。正答以外を選択した児童は4人いた。
大多数の児童は象徴事例2-(a)を理解できている。
FIGURE 58より正答を選んだ児童は18名いた。正答以外を選択した児童は11人いた。
FIGURE 58の正答率は、約60%にとどまつた。麻原・進藤(2000が象徴事例の効果とし
て「象徴事例はそれと意味的に類似した他の象徴事例に関して
「ありうることだ」という
判断を促進する」ことを明示している。しかし、象徴事例2-(Dの受け入れ度合いは高
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かったものの、象徴事例2-(b)の受けいれ度合いがそれほど高くならなかつたのは、児
童は、「五街道の整備」と「茶店ができた」という課題に類似性を見だ
せなかつたことと研
究授業内での説明が不十分であつたと考える。
4.大名行列が五街道を整備させた
5。大名行列が街道沿いの茶店を作つた
□正答
、正答以外
FIGURE 58 象徴事例2-ф)の正答。正答以外の比較
FIG■IRE 59より正答を選んだ児童は25名いた。正答以外を選択した児童は4人いた。
大多数の児童は象徴事例2-(C)を理解できている。事後課題で象徴事例2-(C)の課
題調査はしていなかつたが、遅延調査の結果から、大多数の児童は、象徴事例
2-(c)を
理解していることがわかる。
FIGURE 57 象徴事例2-(a)の正答・正答以外の比較
あまり思わない
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6.大名行列が宿場町を繁栄させた
口正答
、正答以外
80%  100%
FIGIIRE 59 象徴事例2-0の正答・正答以外の比較
FIGURE 60より正答を選んだ児童は24名いた。正答以外を選択した児童は5人いた。
遅延調査においても、命題2は受け入れられていることがわかる。
7.大名行列が江戸時代の日本経済を発展させた
日正答
N正答以外
80%  100%
ΠGURE 60命題2の正答・正答以外の比較
FIGURE 61より正答を選んだ児童は21名いた。正答以外を選択した児童は8人いた。
事後調査のTABLE 38の命題 1と命題2の構造化の課題においても同数の正答数だ
つたこ
とから、事後調査で正答した児童は遅延調査でも正答を回答していると考えられ
る。
TABLE 57命題2の理解度調査課題
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丁ABLE 58事後課題9命題の構造4LQ
思う まあ思う わからない あまり思わない 思わない
14 4 1
8,大名行列が江戸時代の商人や農民にお金を稼がせ、豊かに生活できた
題
日正答
,正答以外
80%   100%
FICIURE 61 事後課題9の正答・正答以外の比較
まとめ
遅延調査課題では、象徴事例1-(a)、1-(b)、命題 1、 象徴事例2-(a)、2-(C)、
命題2及び FIG■IRE 27 事後課題9の命題間の構造課題の8題の正答率を調査した。
その結果、正答率が70%を超える結果となつた。象徴事例2-(b)「大名行列が街道沿
いの茶店を作つた」という課題の正答率が低かつたのは、研究授業において茶店に
ついてあ
しかし、その他の課題は、正答率が70%をまり触れていない事が原因だと考えられる。
超えていることから、象徴事例1-(a)、1-(b)が命題1の理解を促進し、象徴事例2
-(→、2-(0が、命題2の理解を促進したと考えられる。そして、命題 1と命題2を
理解することにより命題間の構造課題の正答率が上がつたのではないだろうか。
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v.全体のまとめと今後の課題
本研究は、
1.社会科歴史学習に関する「不十分な認識」の実態を明らかにする。
2.2つの歴史的事象 (命題)に対して複数の象徴事例を用いることにより、
(D「不十分な認識」の修正に効果が見られるか
り 2つの命題間の構造的理解が促進されるか
⑥学習内容に関する面白さが引き起こされるかを検証する。
とぃぅ目的で調査、実験を行つた。
(1について〉
事前調査結果より、児童が持つている
「不十分な認識」が明らかになつた。予想通りの
結果が確かめられた。特にTABLE 3の農民に対する「不十分な認識」、TABLE 4の
「参勤
交代」に対する「不十分な認識」が顕著に表れているが、この2つの
「不十分な認識」は、
江戸時代の社会の構造に対しても「不十分な認識」を持つていることが予想
される。
教科書の単元「江戸時代を生きた人々のくふうや努力」で、農民
の暮らしを学習したに
もかかわらず研究授業前の農民へのイメージは、全員マイナ
スイメージであつた。特に
TABLE 5に示されているように「貧しい」と回答した児童は18人の半数以上もいた。しか
し、教科書の記述には「貧しい」という言琴は書かれていない。
「身分J「年貢米の徴収」「厳
しい決まり (慶安の御触書)」 などがマイナスイメージを持つ原因になって
いるのではない
だろうか。もちろん、地域によつては、貧しい生活をしていた農民も
いることには違いな
い。また、教科書の記述に、「農具の開発」「新田開発」
「特産品の生産」など、「生活を工
夫して暮らしを高めていつた。」という記述があるにもかかわらず、児童
の江戸時代の農民
に対するイメージは、マイナスイメージしかなかつた。しかし、
「「江戸時代」ってどんな
時代だつたのだろう?」 の研究授業において、画一的なイメージしか持たれ
ていなかつた
農民の日常の生活を江戸時代の農民の絵 (資料)を目にすることにより、具体的
に理解し「不
十分な認識」が修正された結果と考えられる。特に、資料4-1、4-2のような
「意外感」
を持つ具体物を見せることにより、「不十分な認識」が修正されたものと考
えられる。
(20について〉
TABLE 3の農民に対する「不十分な認識」、TABLE 4の「参勤交代」に対する
「不十分
な認識」は、修正された。FIGURE 30より、事前調査では、農民に対するイメ
ージにプラ
スイメージは含まれなかったが、事後調査では、す
べての回答がマイナスイメージであつ
たが、事後調査では56%の回答がラスイメージに転じた。これは、研究授業内で具体的
な資料を提示したことによるものだと言える。TABLE 18より参勤交代に対する
「不十分
な認識」は修正されたと言える。授業の事後調査では、その回答は
「農民」、「町人」が上
位にあげられた。「江戸幕府」や「大名」、「武士」の回答数は減少し、
また「分からない」
という回答も事後調査ではなくなつた。授業前では、参勤交代の制度的な
「得」のみが認
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識され、「江戸幕府」の回答が多かつたものと考えられるが、事後調査においては、参勤交
代に関する具体的な理解が進み、実際の物流などの観点が追加され金銭的に農民や町人が
「得」をしたとの認識できる児童が増加し、「不十分な認識」力｀修正されたものと考えられ
る。「参勤交代制度」だけで、「町人」が儲けたり「農民」が現金収入を得て
「得」をして
ぃたわけではないが、大きな収入源であつたことを理解したことは、「不十分な認識」の修
正に役立ったのではないかと考える。しかし、「江戸幕府」の参勤交代の制度的な
「得」は
変わつていないのに、事前調査から事後調査の結果が19から7に減ったことは、今後、
指導案の改善が必要である。
(2(Dについて〉
命題 1「江戸時代の農民は、武士の支配の中でも、生活を工夫して豊かに暮らしていた」
と命題2「徳り|1家光が制定した参勤交代制度の大名行列が江戸時代の日本経済を発展させ
た」を理解させることで、課題9「江戸時代の農民は、参勤交代制度の大名行列のおかげ
で豊かな生活ができたと思う」を理解し、題1と命題2の構造的理解が促進されたかを図
った。
FIGURE39の(命題1の理解)(農民の日常生活についての理解度調査課題 (農民の暮
らし))において、正答数が9人(31%)から25人(86%)に大幅 増加している。
これは、遅延調査課題1の「象徴事例1-(a)(農民の日常生活についての理解度調査課
題 (農民の現金収入)〉 」の結果と「象徴事例1-(b)(農民の日常生活についての理解度
調査課題 (農民の娯楽))正答0正答以外比較」の結果から命題1を理解の促進につながつ
たと考えられる。
FIGURE 43め(命題2の理解)(参勤交代制度についての理解度調査課題)において、
正答数が5人(17%)から25人(86%)に大幅 増加し有意な伸びが確認された。
これは、事後課題10の(象徴事例2-(Dの理解度調査課題)「大名行列が五街道を整備
させた。」の正答率の高さや、遅延調査において、象徴事例2-(c)「大名行列が宿場町を繁栄さ
せた。」の正答数が70%を超えていることから見て、この2つの象徴事例を児童が受け入れた
れていることから、事前課題9の「徳り|1家光が制定した参勤交代制度の大名行列が江戸時代
の日本経済を発展させた。」という命題2の理解の促進につながつたものであると考えられ
る。
FIGURE 41(命題1と命題29構造イヒについての理解度調査課題〉より21人(72%)
の児童が正答と回答した。命題1と命題2のつながりを理解したものだと言える。これは、
上記の命題1と命題2を理解したことより、事後課題9「江戸時代の農民は、参勤交代制度
の大名行列のおかげで豊かな生活ができた」という命題を理解が促進された結果だと言え
る。これは、命題1と命題2が事後課題9の象徴事例となつたのではなぃかと予想できる。
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象徴事例と命題の構造をFIGURE 62に示す。
象徴事例1-(a)
(現金収入課題)
象徴事例1-(b)
(農民の娯楽課題)
町人。商人の生活
(町人の生活課題)
(武士と町人の関係課題)
命題 1と2の
構造化課題
象徴事例2-(b)
(街道沿いの茶店課題)
象徴事例2-(a)
(五街道の整備課題)
命題2
(参勤交代による日本
の経済発展課題)
象徴事例2-(c)
(宿場町の繁栄課題)
FIGURE 62象徴事例と命題の構造
象徴事例1-(a)「江戸時代の農民は、武士による厳しい支配の中でも、農産物や特産品
などを売りお金を稼いでいた」を受け入れることにより、象徴事例1-(b)「江戸時代の農
民は武士による厳しい支配の中でも、たばこやお茶、お酒を飲んでいた」を受け入れること
ができ、命題 1「江戸時代の農民は、武士による厳しい支配の中でも、生活を工夫して豊か
に暮らしていた。」の理解が促進された。象徴事例2-(a)、象徴事例2-(c)は受け入
れられたが、象徴事例2-(b)は、それほど受け入れられなかつた。しかし、象徴事例2
-(a)、象徴事例2-(c)の受け入れが命題2の理解につながつた。この図で重要なの
は、「象徴事例1-(a)(現金収入課題)」⇔「町人の生活」⇔「象徴事例2-(c)(宿
場町の繁栄課題)」 の繋がりであると考える。事前調査6(農民の日常生活についての理
解度調査課題 (農民の暮らし))において、約70%の児童が正答以外を解答していること
などから、農民のイメージは、FIGURE 6「不十分な認識」による農民のイメージ分け (プ
ラス、マイナスイメージ)での100%のマイナスイメージにつながつていたと考えられ
る。しかし、上記の「象徴事例1-(a)(現金収入課題)」 ⇔「町人の生活」⇔「象徴事
例2-(c)(宿場町の繁栄課題)」 の構図を理解することにより、「象徴事例1-(b)
(農民の娯楽課題)」 につながつている。命題2の象徴事例2-(c)が命題1の「象徴事
例1-(a)(現金収入課題)」とつながり、「象徴事例1-(b)(農民の娯楽課題)」の認
識が深まり、命題2の認識も深まつたのではないかと考える。
命題 1、 命題2を理解することにより事後課題9も理解できた。これは、命題 1と命題
2が象徴事例となり事後課題9の理解が促進された。このように、1つの命題に対して複
数の象徴事例を用いて命題を理解させることにより、命題間のつながりを理解させること
ができた。しかしこの結果は、遅延調査において象徴事例2-(b)以外の象徴事例と命
題の正答率が70%を超えていることで分かることであり、事前事後課題における象徴事
例の受け入れ度合いに対しての調査課題の出題が適切ではない課題もあり、象徴事例の効
果が計れない課題もあることから、「一部、予想通りの結果が確かめられた」とする。
しかし、算数科や理科のように、一定の法則は存在しない社会科歴史学習において、一
つ一つの象徴事例を具体的に理解することによつて、命題を理解し、そのつながりも理解
できるものと考える。そうすることにより、歴史的事象の本質的な理解やつながりを理解
できるであろう。
(20について〉
有意な伸びが確認されたのは間1と問10だけであつた。問1については、象徴事例を
用いることにより2つの命題のつながりが理解でき「江戸時代の社会の構造」を具体的に理
解できた結果ではないかと考える。歴史学習において象徴事例を用いることの有効性は、
麻柄 0進藤(200のが「①象徴事例は、学習内容に対するおもしろさや意外感を引き起こす。」
ということを明らかにしている。本研究においても象徴事例を用いることにより、おもし
ろさや意外感を引き起こし問1の結果に有意な伸びが確認されたと考える。問10におい
ては研究授業で象徴事例から命題を理解して江戸時代の社会の構図を理解することによつ
て、今まで、単元で区切られた内容をだけを理解し、つながりを理解できていない学習を
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しているより、面白いと感じたのではないかと考える。菊間 (2009)は、歴史学習意
欲を
向上させるためには、つながり理解方略の教授と楽しさの印象を高
めることが重要である
と述べている。象徴事例を用いた授業により、つながりや、たのしさ
の印象を持つことが
できたと考えられる。歴史的事象の繋がりを理解すれば、より面白さや楽
しさを感じ問2
～問9の調査に関して、有意な伸びが確認されると予想した。しかし、有意
な伸びは、確
認されなかつた。「おもしろい」とか「興味を持つた」と感じては
いるものの、間2～問9の
調査に関しては、予想通りの結果は確かめられなかつた。
○本研究での成果
本研究が①ルール学習研究及び②教育実践に与える示唆に
ついてまとめてみると以下の
ようになる。
①については、命題と象徴事例をルール学習の観点から見ると、象徴事例
は個々の事例
や事実として(e」、命題を (ru)と表すことができるのではないだろう
か。伏見 (1999)
は、著書の中で、麻柄 (1994)は、egとruの関係を3つに分類をして
いる。1つは、帰納
法的に配列する方法である。(eg→eg→eg→eg0 0・eg→rめの場合であ
る。例えば、「金属
ならば電気を通す」を二般的なルールにすると「鉄ならば電気を通す」
「銅ならば電気を通
す」となる。2つめは、演繹法的に配列する方法である。 (ru→eg→eg→
°°・eg)の場合
である。この場合 ru「金属なら電気を通す」を先に教授する方法である。
3つめは、「験証」
法的に配夕1する方法である。 (eg→ru→eg→ru→eg→ru→eg)の場合である。
これは、eg
とruが交互に配列されruがしだいに大きくなるように描かれている。これは、別
の事象
に即してそのルールが当てはまることを確認したことによつて(その都度そ
のルールに対
する確認の度合いが大きくなつていくことを示している。この3つの場合
のegは、「pなら
ばqである」という「p」の部分に具体的な事実や数字を当てはめる (代入する)代入例の場
合のegである。しかし象徴事例は「pならばqである」の
「q」の部分を変化させていることか
ら、一つ一つの「eg」がそれぞれ違う意味を持ち、独立している。よ
つて下記の図のように
表すことができないだろうか。                 ′
eg(象徴事例) eg(象徴事例)
＼    /
ru(命題 1)/  ＼
eg(象徴事例)  eg(象徴事例)
FEGURE 63象徴事例によるruの関係図
象徴事例の場合、「eg」め「q」の部分が
「ru」の「q」の部分に対して具体的に表され、象徴さ
eg(象徴事例)eg(象徴事例)
＼     /
二 ru(命題2)
eg(象徴事例)
警(を列電プ捌
ru(命題1)/ ト
eg(象悪事例) eg(象徴事例)
れる意味合いを持たせることにより、「ru」の「q」の部分の理解度が高まる
のではないだろう
か。さらに本研究では2つの命題間のつながりも理解させられることが明ら
かとなつた。
この知見は次のような図に表すこと
FIGURE 64象徴事例の効果によるruとruの関係図
②について、本研究では、先行学習経験や予備調査の結果から
「江戸時代の農民は厳し
い年貢のとりたてにより貧しい生活をしていた。」という
「不十分な認識」を中心に研究
授業を進めた。この「不十分な認識」に対して、「意外に感じる」資料や図
を示すことによ
り、認知的葛藤が生じ問題意識を生起させることができた。その上で、
「不十分な認識」
の修正、もしくは新たな見解が生じるような「象徴事例」を示すことで、それ
を受け入れ、
命題の理解の促進にもつながつたと考えられる。そして
~つ一つの命題に複数の象徴事例
を用いることにより、命題間のつながりがある程度、理解できたものと考える。象徴
事例
を用いることは、「不十分な認識」の修正に有効なだけでなく、命題間の構造化
にも有効
であるという見通しが持てた。また歴史的事象の命題間のつながりを理解する
ことにより
その時代の社会の仕組みを理解することができたと考える。   7
0今後の課題
①「象徴事例」が児童にとつて受け入れやすいものでなくてはならな
いことと、その根
拠としての資料や図の提示が必要であること
②「象徴事例」に意外感を持たせるためには、児童の
「不十分な認識」の存在を明らかに
しなければならないこととその困難さ。
③「江戸時代」以外の時代でも象徴事例を用いた実践をすることで、その時代
の社会の仕
組みを理解することができるか
①については、命題に対して「象徴事例」を用いるには、十分な下調
べや資料、図が必
要である。資料4-1の農民が畑仕事をしている横でたばこを吸つている絵を提示するこ
とにより、TABLE 32象徴事例1-(b)(農民の日常生活についての理解度調査課題 (農
民の娯楽))の正答率があがり、資料4-2のように、農民が休日を楽しんでいる絵をみ
せることで、TABLE35命題1の理解 〈農民の日常生活についての理解度調査課題 (農民
の
暮らし))の正答率が上がつたことがわかる。ΠGURE 38は〈町人と農民の関係の理解度
調査課題)であつた。しかし、農民と町人や商人の交流が示されている資料や図を提示
で
きなかったことから、事後課題6の正答率が低いという結果になつた。こ
のように、1つ
の絵を見せることにより、児童が持つていた「不十分な認識」は修正され
ことがわかる。す
べての象徴事例や課題に対して|わかりやすい図や資料を提示することが必要である。そ
うすることで、~つ一つの象徴事例を受けいれ、命題を理解することにより、社会の仕組
みや構造を理解していけるであろう。
②について、教師は、児童がどの単元や内容で
「不十分な認識」が生まれているかは予
想できない。算数や理科などは、原理や法則が決まつているので、比較的
「不十分な認識」
や「誤つた認識」は比較的見つけやすい?しかし、社会科領域においては、社会現象や歴史
的事象は、さまざまな要因から成り立っているので、
「不十分な認識」や「誤つた認識」がど
こで生まれ、存在しているか見つけ出しにくい。それを見つけ出すには、教師が児童
の発
言を多く聞き出し、児童の考えを理解することが重要である。
③について、今回は「江戸時代」の構造化に関しての実験であつた。象徴事例を用
いる
ことにより、他の時代にも利用できるが、その場合もやはり、
「意外感を持たせる象徴事
例」力｀必要となるため、学習者の「不十分な認識」の発見が必要となるであろう。
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〈予備調査表〉
・下記の歴史の問題に○×で答えてください。
1.平安時代は、貴族の時代で武士はいなかつた。
2.平安時代と江戸時代では、江戸時代の方が長い。
3: 豊臣秀吉は、征夷大将軍になれなかった。
4.豊臣秀吉は、北海道から沖縄まで全国統一を果たした。
答え
答え
答え
答え
5。 秀吉の「刀狩り」により民衆は、刀や鉄砲などの武器をすべて取り上げら
れた。
答え
6。 江戸幕府は、鎖国により外国との交渉 (貿易)を一切禁止した。
答え
7.鎖国により、日本の近代化が遅れた。          答え
8.徳川幕府は、全国の大名から年貢を取り立てた。     答え
9。 江戸時代の農民は、厳しい年貢の取り立てにより貧しい生活をしていた。
答え
10。明治時代になるとそれまで途絶えていた天皇家が復活した。
答 え
く事前調査アンケニト〉
◎下記の質問に答えてください。                出席番号
問1 あなたが思う江戸時代の武士、町人、農民の生活やイメー ジにういて数字にOをつけましょう。
江戸時代の武士の生活
1.贅沢 (ぜいたく) 2.豪華 (ごうか) 3.裕福 4.豊か 5。自由
6.辛い (つらい) 7苦しい  8.貧しい  9.不自由
10.その他 (                     )
江戸時代の町人の生活
1.贅沢 (ぜいたく) 2.豪華 (ごうか) 3.裕福 4.楽しい 5。自由
6.辛い (つらい) 7苦しい  8.貧しい  9.不自由
10.その他 (                     )
江戸時代の農民の生活
■.贅沢 (ぜいたく) 2.豪華 (ごう力→ 3.裕福 4,楽しい 5。自由
6.辛い (つらい) 7苦しい  8.貧しい  9.不自由
10。その他 (                      )
※農民は、毎日、どんな生活をしていたと思いますか?具体的に書いてください。
問2 御 :1家光の制定した参勤交代制度について
1.参勤交代制度により得をしたのは誰だと思いますか。理由も書きましょう。
1.江戸幕府  2.大名  3.武±  4.町人  5.農民
2.参勤交代制度により江戸時代の日本はどうかわつたと思いますか
?
―
―
＝
?
?
―
「
―
?
2.
問3 自分が思うところにOを付けてください。
1.江戸時代の武士は、農民から取り立てた年貢米を売つたりして生活していた。
生活していた
たぶんしていた
わからない     ｀
たぶんしていない
していない
江戸時代の武士はどんな仕事をしていたと思いますか
江戸時代の農民は、武士の厳しい支配の中で、毎日、田畑などで働かされていた
働かされていたと思う
たぶん働かされていたと思う
どちらとも言えないさ
たぶん働かされていない
働かされていない。
江戸時代の農民は、休日や長期の体みなどがあつた。
あつたと思う
たぶんあった思う
わからない
たぶんないと思う
ないと思う
江戸時代の農民は、たばこを吸つたり、お酒やお茶を飲んでいた。
そうしていた思う
たぶんそうしていた思う
わからない
たぶんしていなかつたと思う。
していなかつたと思う
江戸時代の農民は作つた野菜やお米を売つてお金を稼いでいた
稼いでいた
たぶん稼いでいた
わからない
たぶん稼いでいない
3.
4.
5.
稼いでいない
6。 江戸時代の農民は、武士による厳しい支配の中でも、生活を工夫して豊かに暮らしていた。
豊かに暮らしていた
たぶん豊かに暮らしていた
わからない
たぶん豊かではない
豊かではない
7.江戸時代の町人は、商人や農民から商品を買つていた
買つていた思う        ヽ
たぶん買つていたと思う
わからない
たぶん買つていないと思う
買つていないと思う
8.武士が町人のお店で食事をしたり、宿泊したりするのに、お金を払わなくてよかつた。
払わなくてよかつた
たぶん払わなくてよかつた ‐
わからない
たぶん払つていた
払つていた。
9.徳川家光が制定した参勤交代制度の大名行列が江戸時代の日本経済を発展させた.
発展させたと思う
たぶん発展させたと思う
わからない
たぶん発展させていない
発展させていない
10。江戸時代には、身分を変えることはできなかつた。
できなかった
たぶんできなかつた
わからない
たぶんできた
できた
問4。 あてはまる番号にOをつけましょう。また、理由を書いてください。
1.歴史を勉強することが好きだ
1。 とても好き
2.好き
3.どちらでもない
4.あまり好きでない
5。 好きでない                        ′
理由 (どんなところがすき?きらい?)
学校で習つた歴史の背景を自分で調べようと思う
1.思う
2。 まあまあ思う
3.どちらでもない
4.あまり思わない
5.思わない
テストがなければ歴史は学びたくないと思う
1.思う
2。 まあまあ思う
3.どちらでもない
4.あまり思わない
5.思わない           .              ′
なぜ、事件が起こつたのかもつと詳しく知りたいと思う
1.思う
2.まあまあ思う
3.どちらでもない        ′
4。 あまり思わない
5。 思わない
歴史上の人物の生涯 (生まれてから死ぬまで)を知るために伝記 (本)などを読もうと思う
1.思う               ′
2.まあ思う
3.どちらでもない
4.あまり思わない
2.
3.
4.
5。
6.
5。 思わない
事件がその後の歴史にどういう影響を与えたのか知りたいと思う
1.思う
2。 まあ思う
3.どちらでもない
4.あまり思わない
5.思わない
事件や制度は、その後の歴史に影響を与えていると思う:
1.思う
2。 まあまあ思う               、
3.どちらでもない
4ご あまり思わない
5.思わない
歴史は、理解すると言うより、そのまま暗記する科日だと思う。
1.思う
2.まあ思う
3.どちらでもない
4.あまり思わない
5。 思わない
9。 歴史の出来事どうしのつながりを理解することが大切だと思う。
1.思う
2.まあ思う
3.どちらでもない
4。 あまり思わない
5.思わない
10.歴史を勉強するのは、おもしろい。
■。とてもおもしろい     ′
2.おもしろい
3.どちらでもない
4tあまりおもしろくない
5。 おもしろくない
7.
8.
(児童配布資料)
『
=F時代』っ
τこんむ時代だっ=の
だろう?
―あまり知られていない江戸時代の人々の様子一
1時間日
二学期から江戸時代について学習しましたね。江戸時代つてどんな時代でしたか?
このクラスを江戸時代の身分に分けてみましょう。
担任が大名
2～3人が武士
3人 町人
残りの児童は農民
江戸時代の人口比率はこれぐらいだつたんだね。
農民の人数が武士より圧倒的に多いですね。
「武士派農民を支配していました。でも支配され苦しい生活をしている農民は、武士を
倒そうとしなかつたんだろうか」
江戸時代は、今で言う都道府県のように、藩で地域が分けられていました。その藩で一
番位 (くらい)の高い人がお殿様と呼ばれ、武士はお殿様に仕えていまいた。江戸時代に
は300もの藩があり、その藩の中でも、お米が1万石以上採れる藩のお殿様のことを大
名と呼びました。
また、江戸時代は、武士、農民 (百姓)、 町人 (商人、職人) と身分が分けられていま
した。
それぞれの身分の人々はどんな生活をしていたのでしょうか?
武士について
武士はどうやって生活をしていたのだと思いますか?
○×で答えてください。
1.農民から徴収した年貢米で贅沢な生活をしていた。
2.給料をもらつて生活をしていた。
3.寺子屋などで子どもたちに勉強を教えて生活していた。
4。 現在の警察の役割をしていた。
実は武士の多くは大名 (殿様)から給料をもらつて生活していました。武士は現在の
警察のような仕事をしたり、税 (年貢米など)の徴収、藩の警備や、道を整備したり
し、藩の中での仕事をしていました。給料の少ない下級武士は、生活が苦しいので、
寺子屋でこどもたちに勉強を教えたりしてお金を稼いでいました。
農民から納められた年貢米は藩のもので、武士のものではありません。武士の中で
年貢米を取り立てる仕事をする武士が年貢米を集めるだけでした。集められた年貢米
を藩が商人などに売り、そこで得られたお金を参勤交代の費用に使ったり武士に給料
として支払つていたのです。
農民の暮らしはどうだつたのだろう?
農民は年貢を納めなくてはなりませんでした。五公五民という年貢率で、収穫した半
分のお米を年貢米として納めていました。例えば100o kgのお米 収穫があっても半分の
500k gを年貢米として藩に納めなければなりませんでした。
現在、お米の重さの単位は、キログラムです。しかし、江戸時代は石 (こく)という
お米の重さの単位で計算されていました。 1石は約 150キログラムです。また1石は一
年間に人ひとりが食べるお米の量になります。
1石 = 150kg = 人ひとりが一年間に食べるお米の量      '
現在のみんなが住んでいる和歌山県は紀州藩と呼ばれていました。徳り|1御三家の一つと
して栄えました。他の大名よりも位が上でした。         |
紀州藩はお米の収穫量は、年間約55万石で50万人ほど住んでいました。当時、農民
の人口は全体の約8割なので40万人の農民が紀州藩で住んでいました。五公五民の年貢
率で年貢として採れるお米の半分の約27万石が藩に納められていました。残った27万
石を40万人の農民が食べて暮らしていました。
紀州の産業 (資料1)
高く深い山、半島を囲む黒翻の海.紀州の人々の生産活動は、こうした自然と格関して、そ
貫:貫「 鼻皇t蓬itI:[FL言奪縄|:Fllli貴鷲奪 ムlkホF織露湯藁携勇こ警
いうかたちで帰織した時代であった.そこで生み出された産業技術は、紀州から全国各地に
普及し、永く伝えられていつた。
紀州の産業
紀州の藍業の特色13、 その風上の個性によつ
て作り出されている。たとえば右:::椰では、
i・l曖7●・気候と山がらな地形を上かした金絆栽
嬌が行われ、代表的rFま特となる。良質の水
にぶまれた島餞縛では、市の保議をうけ店薔
油製遺素が菫んであった。豊かな山林をもつ
熊野地方では、林業の発達をみた。また熱潮
の影響をうける紀伊水選や機晏薔は、優れた
漁場となった。加夫お露嶋に関東にまで進出
し、実施の轟1は′L州や土佐にもその技術を
伝えた。
1も
′
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出典 きのくにの歩み一人々の生活と文化―和歌山県立博物館
紀州有田みかん (資料2-1)
l家の時代
:紀州みかん
紀州みかんの起源
紀州みかんがいつごろから 職書され
るようになったのか,はっきりしたこ
とはわかりません。言い伝えによると,
泉寧鋼測(1429～1441)に
'I島
′ド黙
残荘軍客層書の輸出業に1本のみかん
が11生し,これが各地に柚え広げられ
たという説があります。また。1574
(天正2)年に伊藤訴岩職綺とぃぅ人
が,山晨口(熊茉県)のパ|(からう贈 ハ
した話は有名ですが.詳しくわかって
いません。むしろ品種改良であったと
いう1まうがよいかも知:れませ′ぃ
1529(事禄2)年に紀州を旅した二
案茜美饉とぃぅ公業が日記に紀出みかんをお上産にしたと議してぃます。また,1580(天正8)年に紀州
にいた業歯専践猿1スが,紀州みかん5かごを晨歯僣買に麟った薫綸狭も残っています。さらに1601(慶
長6)年に穣■拳震が実綸した紀伊口穣島でつくられた検lttaにも,みかんの本の数が記されており,16
世紀には,すでにみかんが繊焙されていたことがわかります。
江戸送 りのみかん
大 尭れに荒れ狂う海へ薔島して,江戸へみかんを超んで人もうけした
とぃぅ絶;苗羞支差衛綸は,完彗年間(1688～1704)に実在した材木
商人ですが,詳しいことはわかっていません。
江戸では毎年ll月8日にふいご祭といって,鍛冶屋・鋳場缶・石工な
ど,ふいごを使う仕事にたずさわる人々がお祭りをします。その時・家
の前で子どもたちにみかんを投げて拾わせるP4習がありました。また。
職歯社でもみかんまきが,7われたといわれます。これらのことからすで
に大量のみかんが江戸へ出荷されていたことがわかります。有田や湯l
のみかん商人は,この行事にあわせて,1戸へみかんを送りました。
『紀州壼柑稔葉記』とぃぅ記鳳に,有田みかんが江戸へ送られたのは,
?
?
?
?
?
篭.
出典 きのくにの歩み一人々の生活と文化一和歌山県立博物館
1634(■永11)年に滝川原藤兵衛が400かご余りを送ったのが最初とあります。光線年間になると25万
～ 33万かごにもなり,正槌年間 (17H～1716年)には30万～ 50万かごになったと記されています.
?
?
?
紀州有田みかんを江戸へ出荷する様子 (資料2-2)
日本の産業 (資料3)
■荼  .首n竹
夕たばこ  ■
"饉
伸
ノ本材  11機
島洒   だと轟
gしょぅゅ.写島
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0江戸時代の特産物
幕府t」蒲も特産物をつくる産業
に力を入ttた め,各地の産業は
発農しました。このころ生まれた
特産品の多くは,今日でtl残つて
います。
出典 小学校社会科6年生 日本文教出版
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出典『農業図絵』日本農書全集26 社団法人農山村文化協会
(資料4-2)
慶安の御触書 (資料5)
― 朝早くおきて革をかり,昼は田畑を耕し,夜
た0う
はなわをない,俵をあみ:ゆだんなく仕事には
げめ。
一 酒や茶を買つて飲んではならない。
一 農民は,先のことを考えず,秋になると米や
雑こくをおしげもなく家族に食べさせてしまう。
食べ物をたいせつにし,雑こくだけを食べるよ
うにせよ。
― 着物には:麻や未稀を使うようにし,組織物
を用いてはならない。
出典 小学校社会科6年生 日本文教出版
紀州藩 参勤交代の様子 (資料6)
試 =ヽ為:
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出典 きのくにの歩み一人々の生活と文化―和歌山県立博物館
億‖露麟市薗T封歯 秋番IT筆
薇本者色
R_●1.7‐71t長26099t●
江戸時it機用 天保15年0田4)
出中軌t●レタシヨン
徳川斉lR(1801ヽ46)は、1lft将軍徳川秦詩(1773ヽ
1841)の7男で、文化13年(1816)に紀伊億川家10代書
主饉川治宝(17718ヽ53)の養子となり、文改711
(182′1)に治■の障居により、H代藩主となつた。本
品は、斉順が江戸から記州に帰回する際、和嗽山城下の
京嬌から本町脚「 !までの行94の機手を描いた11品であ
る。筆書のぼ器キとは、城ド・織河丁糸源のは居である
とさilるが、詳細は不:"。なお.ネ品には南葵文準の蔵
書印が榛さlしており、紀JI諄川奈旧崚品であることが分
かる。
:書
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(巻瓢・京嬌)
江戸時代の街道と宿場町 (資料7)
紀州藩参勤交代の日程表 (資料8)
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東海道沿いの茶店 (資料9)
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宿場町 (資料10-1)
現在の宿場町 (枚方宿)の様子 (資料10-2)
???（?〓?????????」???，????．??、????」?〓?????
宿場町 (枚方宿)に大名行列が入つてきた様子 (模型)
これは、文政13年(1830
夕食を復元したもの。
(ご飯、ほうれん草のひた し、たけのこ、わらび、くわい、ふきの煮物、はまぐり汁
焼き魚あんかけ )
l~﹇﹇?‐‐﹈
江戸幕府
支配
||
:徳川家光が鋼定した0鶴交代鋼度により、
参動交代での多い出費 1大名行列が、江戸時代の日本を発展させた。
旅費、江戸での生活費 ‐  ― ―
藩
套≧ミ違ぶtfl∬[場町
五街道を発展させた。(住来)
街道沿いにお店ができた。(休憩)
宿場町ができた。(宿泊)
洒。たばこ・茶 禁止
着物などの制限
町人・商人
?
「?
?
）
?
?
?
?
?
?
?
?
?
農民
・展具、肥料の開発
・新田開発
。米以外の作物
{載F塁奮露菜
石高増加
五公五民 江戸時代の農民はs武士による厳しい支配の中でも、
生活を工夫し豊かに暮らしていた。
lilil:[二:::ilιでぃた。
?
?
野菜や米、口味料、生活
く授業録 1〉
授業記録
1時間目
『江戸時代』ってこん10時代だっ露のだろう?
―あまり知られていない江戸時代の人々の様子一
工学期から江戸時代について学習しましたね。江戸時代の武士って、みんなはどんな
イメージを持つた?
怖い
刀を持らていて偉そう
こんなイメージかな?(刀を持った武士の絵を黒板に貼る)           _
そんな感じ !
じやあ町人は?
裕福で自由。楽しそう
こんな感じ?(笑つて商売をしている商人の絵を黒板に貼る)
そうそう
そもそも、商人つてどんな人なの?
なかなか答えられない
職人は?
いろいろ作つたりする人
例えば?
大工さんとか?
そうだね
あとは、ん―やつぱりなんか作つたりする人。包丁とか、刀
まあ、簡単に言うといろいろ作つたりする人だね、生活用品とか。
じやあ農民は?
しんどレヽ。
年貢を納める、貧しい。
こんな感じ?(農民の絵を黒板に貼る)
ほんまに貧しそう。
でも、ほんとに農民は貧しかったの?武士には支配されてはいたけど、武士の言つた
ことを全部守つてたの?もしみんなが江戸時代の農民なら、武士は偉そうだし、町人
は楽しそうで、農民のみんなは、どんな気持ち?
嫌や。(その他何人かが農民が嫌という意味のことを日々に言う)
このクラスは○○ (担任の姓)藩です。○○先生が大名 (殿様)です。
嫌や一、僕が殿様 !
○○藩やからしかたないやろ  ,
TT
C
T
T
T
C
T
T
C
T
C
C
T
C
T
T
じゃあ武士になりたい人 !
(10人ぐらいが手を挙げる)
多すぎやん?このクラスは30人やから武士って何人ぐらい?
2人ぐらいかな?
そうだね。町人になりたい人 !
(8人手をあげる)
町人も多すぎない?
じゃあ農民つてこのクラスなら何人ぐらい?江戸時代の農民の割合ってどれぐらいだ
つた?
8割ぐらいだつたから30×0。 8で24人かあ?
このクラスのほとんどが農民だつたんだね。
じやあみんなこんな暮らししたい?(黒板の農民の絵を指して)
いややあ
みんなで大名や武士をやっつけたらいいんじゃない?
武器ないし。
武器なくても、鍬や釜とか棒でもいいんじゃない?
24人もいるんやから勝てるんじゃない?
一揆とかする !
そうだね、あまり厳しく取り締まられると不満がたまり、一揆も起こつてましたね。
じゃあもう少し農民の生活について勉強しましょう
先生が読むから一緒に日で追つていつてね
(読み物)
江戸時代は、今で言う都道府県のように、藩で地域が分けられていました。その藩で一
番位 (くらい)の高い人がお殿様と呼ばれ、武士はお殿様に仕えていまいた。江戸時代に
は300もの藩があり、その藩の中でも、お米が1万石以上採れる藩のお殿様のことを大
名と呼びました。
江戸時代は、さつきこのクラスで分けたように、武士、農民 (百姓)、 町人 (商人、職人)
と身分が分けられていました。
それぞれの身分の人々はどんな生活をしていたのでしょうか?
○×で答えてください。
武士について
武士はどうやって生活をしていたのだと思いますか?    ・
1.農民から徴収した年貢米を売つて贅沢な生活をしていた。
2.給料をもらって生活をしていた。
3.寺子屋などで子どもたちに勉強を教えて生活していた。
4.現在の警察の役割をしていた。
?
?
?
?
?
つけた?
どれかなあ
じゃあ答え                              ´
実は武士の多くは大名から給料をもらつて生活していました。武士は現在の警察のよ
うな仕事をしたり、税 (年貢米など)の徴収、藩の警備や、道を整備したりし、藩の
中での仕事をしていました。給料の少ない下級武士は、生活が苦しいので、寺子屋で
こどもたちに勉強を教えたりしてお金を稼いでいました。
農民から納められた年貢米は藩のもので、武士のものではありません。武士の中で
年貢米を取り立てる仕事をする武士が年貢米を集めるだけでした。集められた年貢米
を藩が商人などに売り、そこで得られたお金を参勤交代の費用に使つたり武士に給料
として支払つていたのです。
ふ―ん、そうなんや
サラリー マンみたいや
農民の暮らしはどうだつたのだろう?
農民は年貢を納めなくてはなりませんでした。五公五民という年貢率で、収穫した半
分のお米を年貢米として納めていました。例えば1000 kgのお米 収穫があつても半分の
500k gを年貢米として藩に納めなければなりませんでした。
現在、お米の重さの単位は、キログラムです。しかし、江戸時代は石 (こく)という
お米の重さの単位で計算されていました。1石は約 150キログラムです。また1石は一
年間に人ひとりが食べるお米の量になります。
1石 = 150kg = 人ひとりが一年間に食べるお米の量
T:和歌山つて昔なんて呼ばれてたか知ってる?知ってる人 !(四、五人が手を挙げる)
現在のみんなが住んでいる和歌山県は紀州藩と呼ばれていました。徳り|1御三家の一つと
して栄えました。他の大名よりも位が上でした。
紀州藩はお米の収穫量は、年間約55万石で50万人ほど住んでいました。当時、農民
の人口は全体の約8割なので40万人の農民が紀州藩で住んでいました。五公五民の年貢
率で年貢として採れるお米の半分の約27万石が藩に納められていました。残つた27万
石を40万人の農民が食べて暮らしていました。
(少し時間をおいて)
T:何かおかしいなと感じるところ、疑間に思うところはないですか?
C:なになに?
T:よく読んでみて   '
(少し時間があく)
?
?
?
?
?
C
C
C
C
C
C
C
T
T
C
C
T
T
C
T
C
C
T
C
C
C
農民が40万人でお米が27万石しかないから、暮らしていけへんのちやう?
どういうこと?
お米たりへんのかと思つて。
あっ !ほんまや
どういう意味?
一年間にひと一人が1石食べるから(40万人いるから足りへん
あ―そつかあ
みんな分かる?お米が足りないつてことが。
じゃあやつぱり紀州藩の農民つて貧しい生活してたん?
貧しい生活やつたしなあ。
う―ん、そうなのかな?
じやあこのクラスのほとんどがお米も食べられずに貧しい生活してたつてことやな、
一揆しまくりじゃない?
(時間があく)
農民つて米しか作つてなかつたの?授業で習わなかった?
あつ、野菜とか特産品 !
そうやね、みんな習つたやろ?
習った?
習つたやん。
和歌山つてなにが有名?
梅
鯨
みかん
T:そうやね、次のページ見て
(紀州の産業の資料を見せる。)
いろいろな特産品があるよね。
特に和歌山はミカンが有名でやね。農民はお米以外にミカンを作っている地域もあつ
たね。そのミカンを食べて生活してた?
C
C
T
C
T
うん、してた。
ミカンとご飯つてあわんやろ―。
自分が食べる分以外にどうしてたの?
売つた?
そう、売るために作つてたんよ。特に有田みかんつて有名よな。昔有田地方では江戸
にミカンを出荷してたんよ。
T:次のページ見て。(みかんの出荷の様子)これ全部みかんやで。
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
(江戸への出荷の資料をじつと見ている)
じやあ売つたら何が手に入る?
お金。
そう、農民は、お米以外にも野菜や特産品を作って商人に売つてお金を稼いでいたん
やね。そうやつて、お米が足りない分、工夫して生活していたんよ。
そっか～。お金稼いでたんや。
そのほかにも色々なもの作って、売りお金を稼いでいました。
象徴事例1-(a)
江戸時代の農民は、(武士による厳しい支配の中でも、)農産物や特産品などを売りお金を稼い
でいた(eg)
T
T
C
C
T
C
T
C
C
T
じやあ次の絵を見てください。(農民の田畑の仕事の絵と休日の絵)
気づいたことを発表して。
たばこ吸つてる
鶏がいる。
これは、闘鶏といつて鶏同志戦わせているんだよ。
腕相撲してる。
他にない?左上の3人の男の人は?
なんか飲んでる。
お酒飲んでる?
そうだね一。
象徴事例1-(b)
江戸時代の農民は、(武士による厳しい支配の中でも、)たばこやお茶、お酒を飲んでいた(eg)
T
T
C
T
C
C
T
C
もうない?
(考えている)
じゃあなんか変なとこない?
(考えている)
ない―。
農民つて、たばこやお酒を飲んでよかつたんやっけ?
いいんちゃう?
あつ、御触書で禁止されてるやん。
でもお酒飲んでるしタバコも吸つてる。なんでかな?
5
TC
T
IT
C
T
C
T
C
T
C
T
でもさあ、みんなも江戸時代の農民だつたとしてお金を稼いで余裕があつたら、たば
こや、お酒を買つて飲まへん?
ゲーム買う !
江戸時代やつて。ゲームはないなど
例えば、なんで「廊下を走らない」、「トイレのスリッパをそろえる」とか掲示されてる
の?
走る子がいるから
そう、、走る子がいるからやん。だから農民に対して御触書がだされたんだね。でも、
なぜ御触書を出す必要があつたの?
田畑の仕事中にたばこ吸つたりして、さぼってるからじゃない?
農民がさばつてお米の取れ高が少なくなつて一番困るのは誰だろう?
(考えている)
C:武士や !
給料減るかもしれんからな。
農民は、米以外の特産物や野菜を作つてお金を稼いだ方が得なんかな?
お金あつた方が色々な物買えるし。
そやね、だから御触書がだされたんやね。
農民がたばこやお酒を飲んでるつてことは、それだけ生活に余裕があったと言うこと
ですね。だから、休日もあるし、休日には腕相撲したり、鶏が戦うのを見たり、お酒
を飲んだり、できたんやね。
農民は武士からの支配は厳しかつたかもしれないけど、お酒も飲んでたしたばこも吸
らてたし、休みもあつて、生活を工夫して豊かにくらしていたんやね。
命題1(ru)
江戸時代の農民は、武士による厳しい支配の中でも、生活を工夫して豊かに暮らして
いた。
T:わかった?じゃあこれで終わリー
6
〈授業録 2)
2時間目
昨日はどんなことを習つた?
農民は貧しいだけの生活と思つていたけど、お酒やたばヒを買つたり休みもあつてそ
んなに厳しくなかつたって事。    _
武士の方が、しんどかったんじゃない
そうかもしれないね。
じゃあ、今日は、大名や参勤交代について勉強します。
みんな参勤交代って知つてる?
沈黙
えつ、知らんの?
江戸幕府が大名に1年に一回、江戸に来させて、忠誠を誓わせて将軍を守る。
うん、ちょっと違うけど、だいたいあつてるかな
他にない?
沈黙
あれ?習つてない?
詳しくは習つてない。
さらっと流れていつた?
参勤交代がでてきた、それだけ～
ちゃんとノこ 卜にも書いたつて。
参勤交代制度つて言うのは江戸幕府が大名を治めるために2年に=回江戸に来るよう
に命じて、1年間は江戸に住まわせる制度です。
なんでこんな事をしたんですか?
参勤交代で、宿泊費とかでお金をジャンジャン使わせて大名を貧乏にさせる。
そうだね、参勤交代つてお金がすごくかかりました。紀州藩の参勤交代の大名行列つ
て何人ぐらいいたと思う?
260人ぐらい。
500ぐらい。1000かなあ
その他予想が発表される。
参勤交代の資料を配る。                   ・
参勤交代の様子を書いてる図を見てください。(参勤交代の一部分の図)
参勤交代の大名行列の人数は江戸幕府により決められています。藩の大きさによつて、
その大きさというのは、お米の取れ高によつて決められていました。だから10万石
なら何人つて決まつてました。紀州藩は何万石だつた?
55万石
そうだね。 55万石つていつたら、全国で約300ぐらいの藩があるやけど、全国で
C
T
C
T
T
C
C
C
C
T
C
T
C
T
C
T
C
T
T
C
T
C
C
T
C
T
C
T
T
C
T
だいたい5位ぐらいでした。
すご―い
紀州藩は徳り|1御三家だったことは昨日言つたよね:だいたい何人ぐらい?予想できな
い ?
3000ス.?
お―、すごい、正解 !だいたい3000人ぐらいでした。
この巻物、 15メートルぐらいあるんよ。(紀州藩の参勤交代の巻物を広げる)
廊下まで出たら?
いける?
真ん中誰か持て
なが―い
紀州藩は3000人で1位2位を争うぐらいの人数だつたんです。
すご―い
お殿様いる?
そこや、なんか豪華なかごみたいなのが描いてる。
で、この長い行列が、和歌山城から江戸、東京まで歩いていくんやんか。さて、何日
かかるでしょうか?
2年
まてまて、二年に一回江戸にいかなあかんのに、二年かかつてたらどうすんねん。
はははは あ
六ヶ月ぐらい?
今やったら?
3時間
それぐらいかな、飛行機や新幹線あるし。
半年、2ヶ月など多数の発言
15日
そう、だいたい15日ぐらいです。 15日間この3000人の行列が歩くんや。もち
ろん泊まったりするんやけど。江戸まで何キロ?
多数の発言
だいたい600から700キロあるんよ。じゃあ1日にどれだけ歩かなあかんの?
6キロ
なんでやねん                          ′
600キロにしようか、600キロを15日間だと1日?     t
40キロ
1日40キロ歩ける?
テレビ番組のチャリティーマラソンの話題がでる。
C:歩けや―ん
T:1日に40キロつてむちゃくちゃ早いスピー ドなんよ。しかも荷物持つたり、かごを
持つたりしてるしね。 1日つて言つても24時間じゃないやん。昔やから電気もないか
ら朝お日様が出て日が暮れるまで12時間ぐらいで40キロ、それを15日間。ゆつく
り行つた方が楽やん?なんで早く行くん?
C:疲れるなあ
C:旅行費かかる―
T:そう!旅費かかるから。それにずつと歩くからっていうか小走りつてかんじやから疲
れるから休憩もするよね。次のページ見て (街道にある宿場町の資料)。
下が和歌山の紀州藩の旅行日程です。たくさんあるけど、このうち15泊するんよ。
見ていくと、船戸、岩出、橋本などあります。これ全部泊まるわけじゃなくてある程
度行つてその近く、日暮れになつたら泊まるという繰り返しで上の地図の江戸まで行
きます。
でもね、さつきも言つたように、早くいかなあかんからって、一日中12時間あるい
てられへんやん。道も整備されてないと歩きづらいし。昨日の授業でも五街道ができ
たつて言つたの覚えてる?で、大名行列が歩くことによつて五街道や各地の街道が整
備されていつたんよ。ばこぼこの道なら歩きにくいし、3000人も歩くしね。で、
道が整備されていきました。(五街道が整備された)
象徴事例27(D
(徳川家光が制定した参勤交代制度により、)大名行列が五街道を整備させた。(往来)
もう一つ、ず―っと歩いて疲れてきたら何する?
C:休憩
T;そうやね、だから街道沿いに茶店も多くできました。(街道沿いに茶店ができた 掲示)
象徴事例2-(b)
(徳り|1家光が制定した参勤交代制度により、)大名行列が街道沿いの茶店を作つた (休憩)
T:じやあ暗くなつたらどうするの?
C:宿に泊まる。
T:宿に泊まるよなあ、そこに○付いてるとこあるやろ?○付いてどこどこつて書いてる、
それが宿場町。これ泊まるとこ。みんなも修学旅行で泊まったやん。紀州藩は300
0人で泊まった。それが次のページ、まず茶店の絵 (東海道五十二次の茶店)こんな
ところで休憩しています。次のページは宿場町 (宿場町の図)その下が現在の宿場町
の様子です。枚方の宿場町。知ってる?よく宣伝でやつてるひらパーのあるところ。
紀州藩のお殿様や大名行列の武士は、今でも残つている、こういうところに3000
人泊まりました。それが15泊。
TC
C
T
T
C
C
T
次のページは、紀州藩の大名行列が枚方の宿場町に入つてきたときの模型。武士は、
プライドが高いから、宿場町から宿場町とかあまり人がいないときは、行列が乱れて
も早く歩いたの。早く行かないと泊まる日数が増えてお金がかかるやん。でも人が多
い宿場町などでは、優雅にゆつくり歩いていたそうです。だからこの模型は、ちゃん
と整列されているけど、だれも見てないところでは必死で小走リー 。
そして、その下の図は、枚方の宿場町に泊まつたときの夕食の復元図。
ご飯、ほうれん草のひたし、たけのこ、わらび、くわい、ふきの煮物、はまぐり汁
焼き魚あんかけ  つてあります。みんなどう思う?
おいしそう―
そうでもないやん。
で、3000人がこの料理をたべるわけです。
みんな修学旅行で1泊していくら払つたと思う?
=万円?
T:7000円ぐらいかかつてる。みんな修学旅行の集金で、1万5,6千円払つてると
思うんやけど、そのうち交通費とか見学料もある。宿泊料と食事代で7～8千円ぐらい。
○〇小学校みんなで修学旅行に行つたら…、計算しやすくしたいから、さつき言つてくれ
たように1万円にしよう、計算したら、 1泊するだけでいくらかかる?
C:100万円ぐらい
T:そうやな、だいたい100万円ぐらいやな。 100人で100万。3000人なら
C:3000万、すご―い。
T:しかも1泊じゃない。3000万×15泊。いくらかかる?だから1泊でも少なくす
るために大名行列は早く歩く、もしくは小走りかも。
T:でも、 1泊3000万円使うつて事は、宿場町は?
めっちゃ儲かる !
和歌山の大名行列だけで3000人やで。それが一番大きい行列としても、他に20
00人とか1000人の大名行列とか、ほかに300もの藩が大名行列してる。みん
な各地の宿場町に泊まる。そうすると各地の宿場町が繁栄する。儲かるらてこと。
C:さらにイ諸かるなぁ
T:そやな―。
象徴事例2-0
(徳川家光が制定した参勤交代制度により、)大名行列が宿場町を繁栄させた
T:でも、宿場町の人も、3000人の食事の材料どこで買う?宿場町の人がどつかから
とつてくる?作つてんの?
(考えている)
C:あっ !農民達が作ってるのを買いに行く'
?
?
?
C
C
C
T
T
売るつて言つてたし。
そう、農民から直接買つていることもあつただろうけ,ど、商人から買つています。商
人が農民などから材料を買つて集めてきます。それを宿場町に売ります。宿場町は野
菜や魚、料理の調味料などを商人から買います。だから宿場町が繁栄すると、商人も
儲かる。商人は農民などから材料を買うから、農民も儲かる。儲かるつてことはお金
を稼ぐ。前の時間、農民は野菜や特産物を売つてお金を稼いでいたつて習つたの覚え
てるよね。   ・
じゃあ、農民は稼いだお金でどうしたんやつけ?
お酒買つたりした。
たばこ
米
足らんかつたら買つたかもな。
農民が野菜や特産品ばかり作つてお金を得て、お米をあまり作らなくなつたら、武士
の年貢の徴収する量が少なくなって武士や藩が困る。だから慶安の御触書が出された。
黒板の図見て。大名行列があるから、五街道が整備されたやろ、街道沿いに茶店がで
き、宿場町が繁栄して、商人が儲かつて、農民もお金を稼ぐことができた。農民も稼
いだお金で豊かに暮らしていた。わかる?
参勤交代があつたから日本の経済が発展していつた。
命題2(m)
(徳川家光が制定した参勤交代制度により、)
大名行列が江戸時代の日本経済を発展させた。
:経済が発展するつてわかる?簡単にいうとみんなが儲かるつてこと。
江戸時代は、8割が農民だつたよね。そんな多くの人が苦しくて貧しい生活してたつ
ておかしいよね。それこそ、あつちこっちで一揆が起こるんじゃない?
江戸時代の農民はみんな貧しくて苦しい生活してたわけじゃなく結構豊かに暮らして
いたんよ。最後の資料見て。江戸時代には身分制度はあったけどいろいろな身分の人
との関係があつて社会がなりたつてたんだよ。
T:江戸時代の社会の構図、様子わかつてくれたかな?
先生の授業終わリー
〈事後調査アンケート〉
◎下記の質問に答えてください。           出席番号
問1 あなたが思う江戸時代の武士、町人、農民の生活やイメージについて数字に○をつけましょう。
(複数可)
江戸時代の武士の生活
1.贅沢 (ぜいたく) 2.豪華 (ごうか) 3.裕福 4.豊か 5。自由
6.辛い (つらい) 7苦しい  8.貧しい  9.不自由
■0。 その他 (                     )
江戸時代の町人の生活
1.贅沢 (ぜいたく) 2.豪華 (ごうか) 3.裕福 4.楽しい 5.自由
6.辛い (つらい) 7苦しい  8.貧しい  9.不自由
10。その他 (                     )
江戸時代の農民の生活
1.贅沢 (ぜいたく) 2.豪華 (ごうか) 3.裕福 4.楽しい 5。自由
6.辛い (つらい) 7苦しい  8.貧しい  9.不自由
■0。 その他 (                     )
※農民は、毎日、どんな生活をしていたと思いますか?具体的に書いてください。
間2 割 II家光の制定した参勤交代制度について
1.参勤交代制度により得をしたのは誰だと思いますか (複数可)。 理由も書きましょう。
1.江戸幕府  2.大名  3.武±  4.町人  5.農民
2.参勤交代制度により江戸時代の日本はどうかわつたと思いますか
2.
問3 自分が思うところにOを付けてください。
1.給料の少ない下級武士は、生活のためにいろいろな仕事をして生活していた。
生活していた
たぶんしていた
わからない
たぶんしていない
していない
江戸時代の農民は、厳しい年貢の取り立てや、
反抗したりできなかつた。
できなかった
たぶんできなかつた
わからない
たぶんできた
できた
慶安の御触書に書かれていることに、逆らったり、
3.江戸時代の農民は、休日や長期の休みなどがあつた。
あったと思う
たぶんあった思う
わからない
たぶんないと思う
ないと思う
江戸時代の農民は、たばこを吸つたり、
そうしていた思う
たぶんそうしていた思う
わからない
たぶんしていなかつたと思う。
していなかつたと思う
お酒やお茶を飲んでいた。
5。 江戸時代の農民の中には、いろいろな商売を始めお金持ちになる農民もいた
`いたと思う。
多分いたと思う
わからない
多分いないと思う
いないと思う。
4.
6.宿場町が忙しいときは近くの農民が手伝いに行った。
行つたと思う
たぶん行つたと思う
わからない
たぶん行かなかつた思う
行かなかつたと思う
7.江戸時代の農民は、武士による厳しい支配の中でも、生活を工夫して豊かに暮らしていた。
豊かに暮らしていた
たぶん豊かに暮らしていた
わからない        '
たぶん豊かではない
豊かではない
8ご 商人や町人は、大名や武士、他の町人や農民に商品を売り、お金を儲け、大名よりも力をつける商
人がいた。
いた
たぶんいた
わからない
たぶんいない
いない
9。 江戸時代の農民は、参勤交代制度の大名行列のおかげで豊かな生活ができたと思う
思う
少し思う
わからない
あまり思わない
思わない
10.参勤交代制度により五街道や各地の街道が整備され日本の物資の流通が便利になつた。
なつたと思う      、
たぶんなったと思う
わからない
たぶんならなかつた思う
ならなかったと思う。
11.徳川家光が制定した参勤交代制度の大名行列が江戸時代の日本経済を発展させた。
そうだと思う
たぶんそうだ
わからない
たぶんそうではない
そうではないと思う       .
間2. 2時間の授業を受けて、あてはまる番号にOをつけましょう。
1.歴史に興味をもつた。
1。 とても持つた
2.もつた   .
3.どちらでもない
4.あまり持たなかつた
5.持たなかった
2.学校で習つた歴史の背景を自分で調べようと思う
■.思う
2。 まあまあ思う
3.どちらでもない
4.あまり思わない
5。 思わない
テストがなければ歴史は学びたくないと思う
■.思う
2.まあまあ思う
3.どちらでもない
4.あまり思わない
5。 思わない
なぜ、事件が起こつたのかもつと詳しく知りたいと思う
1.思う
2.まあまあ思う
3.どちらでもない
4。 あまり思わない     ｀
5.思わない
5。 歴史上の人物の生涯 (生まれてから死ぬまで)を知るために伝記 (本)などを読もうと思う
3.
4.
1.思う
2.まあ思う
3.どちらでもない
4.あまり思わない
5。 思わない
6.事件がその後の歴史にどういう影響を与えたのか如 りたいと思う
1.思う    ′
2.まあ思う
3.どちらでもない
4。 あまり思わない
5.思わない
7.事件や制度は、その後の歴史に影響を与えていると思う。
1.思う
2。 まあまあ思う
3。 どちらでもない
4.あまり思わない
5。 思わない
歴史は、理解すると言うより、そのまま暗記する科日だと思う。
1.思う
2。 まあ思う
3.どちらでもない
4.あまり思わない
5.思わない
歴史の出来事どうしのつながりを理解することが大切だと思う。
1.思う
2、 まあ思う
3.どちらでもない
4。 あまり思わない
5。 思わない
8.
9.
10.歴史を勉強するのは、おもしろい。
■.とてもおもしろかつた
2.おもしろかつた
3.どちらでもない
4。 あまりおもしろくない
5。 おもしろくない
間3.
2時間の授業を受けての感想を書いてください。
〈遅延調査表〉
下記の問題の当てはまるところに○をつけましょう。
問1 江戸時代の農民は、武士による厳しい支配の中でも、農産物や特産品などを売りお
金を稼いでいた
1.思う  2。まあ思う  3。わからない 4.あまり思わない 5。思わない
問2 江戸時代の農民は、武士による厳しい支配の中でも、たばこやお茶、お酒を飲んで
い′ヒ
1.思う  2。まあ思う  3.わからない 4。あまり思わない 5。思わない
問3 江戸時代の農民は、武士による厳しい支配の中でも、生活を工夫して豊かに暮らし
ていた。
1.思う  2。まあ思う  3。わからない 4.あまり思わない 5。思わない
問4 大名行列が五街道を整備させた
1.思う  2。まあ思う  3.わからない 4。あまり思わない 5。思わない
問5 大名行列が街道沿いの茶店を作つた
1.思う  2。まあ思う  3。わからない 4。あまり思わない 5.思わない
問6 大名行列が宿場町を繁栄させた
1.思う  2。まあ思う  3。わからない 4.あまり思わない 5.思わない
問7 大名行列が江戸時代の日本経済を発展させた。
1.思う  2。まあ思う  3。わからない 4。あまり思わない 5,思わない
問8 大名行列が江戸時代の商人や農民にお金を稼がせ、豊かに生活できた。
1.思う  2.まあ思う  3。わからない 4,あまり思わない 5,思わない
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